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研究要旨 

日本人乳幼児を対象とした栄養素，食事摂取状況に関する情報を収集・整理すること

によって，授乳・離乳の支援ガイドの見直しを見据えた，乳幼児栄養調査の調査方法・

調査内容等の企画・検討に資する基礎資料を提示することを目的としたレビューを行っ

た。情報収集は，複数の文献情報データベース（PubMed，医学中央雑誌，J Dream 

Ⅲ），国内統計調査（乳幼児栄養調査，21世紀出生時縦断調査），厚生労働科学研究成

果データベースを用いて行った。抽出された原著論文112件，国内統計調査2件（述べ8

回分），厚生労働科学研究5件の情報を元に，調査方法，調査項目，結果の概要等につ

いて整理した。原著論文のうち，食事調査等により栄養素等摂取量を算出した研究は62

件，主要な食品群や食品の摂取頻度あるいは部分的な食事内容を調査した研究は36件，

これらの調査を行わずに生活習慣（食習慣を含む）を調査した研究は14件であった。食

事摂取状況の把握については，研究間で項目や選択肢は多様であり，また関連がみられ

た栄養状態の指標や生活習慣，家庭状況なども異なったことから，望ましい調査項目や

選択肢の在り方を結論づけることは困難であった。次回調査乳幼児栄養調査で用いる質

問項目については，今後さらなる検討が必要である。 

 

Ａ．研究目的 

厚生労働省では，全国の乳幼児の授乳や

離乳の状況，親子の生活習慣等の実態を把

握し，授乳・離乳の支援，乳幼児の食生活改

善の基礎資料とするため，1985 年から 10

年ごとに乳幼児栄養調査を実施している。

その調査結果は「授乳・離乳の支援ガイド」

（2007 年作成，2019 年改定）の整備等に

活用されている。2025 年に実施予定の次回

乳幼児栄養調査では，前回調査時の課題や

社会状況の変化を踏まえた調査手法や調査

項目等の検討が必要である。また，「成育医

療等の提供に関する施策の総合的な推進に

関する基本的な方針」（令和 3 年 2 月閣議決

定）では，乳幼児期は発育が著しく生涯にわ

たる健康づくりの基盤となる重要な時期で

あること，子どもの食生活については貧困

等社会経済的な要因も含めた総合的な視点

で検討することが重要であることが示され

ている。 

そこで本研究では，日本人乳幼児を対象

とした栄養素，食事摂取状況に関する情報

を収集・整理することによって，授乳・離乳

の支援ガイドの見直しを見据えた，乳幼児

栄養調査の調査方法・調査内容等の企画・検

討に資する基礎資料を提示することを目的

とした。 

 

Ｂ．方法 

1. 検索対象および条件 
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情報収集は，複数の文献情報データベー

ス（PubMed，医学中央雑誌，J Dream Ⅲ），

国内統計調査（乳幼児栄養調査，21 世紀出

生時縦断調査），厚生労働科学研究成果デー

タベースを用いて行った。 

採択基準は，①6 歳までの乳幼児を対象

としていること，②健常児の他，食物アレル

ギー，有疾患も対象とする（対象集団の特徴

について記載があること），③栄養素等摂取

量や食品群別摂取状況（頻度のみも可），あ

るいは食習慣をアセスメントしていること，

④研究実施国が日本であること，⑤学術雑

誌（紀要を除く，査読有）に掲載されている

原著論文のうち，統計解析を行っているも

のとした。一方，除外基準は，①対象者年齢

の下限値が 6 歳であるがタイトル等に小学

生・思春期などと明記されている，②妊娠中

の者，新生児あるいは哺乳期の乳児（離乳食

開始前）のみを対象としている，③治療に関

する研究である，④施設入居者を対象とし

ている，⑤医療従事者や専門家を対象とし

た意識等に関する調査であり，乳幼児のデ

ータを扱っていないものとした。検索は

2002 年 10 月 1 日～2022 年 9 月 30 日を対

象範囲とした。 

 

2. 検索方法 

1) 文献情報データベース 

文献情報データベースは，PubMed，医学

中央雑誌，J DreamⅢを用いた。医学中央

雑誌および PubMed の検索は，医学情報等

に精通した文献調査・検索サービスを提供

している株式会社インフォレスタ 1)に委託

し，表 1 の検索式を用いて行った。J-Dream

Ⅲを用いた検索は，研究分担者が医学中央

雑誌による検索式を参照して同様に行った。

論文の精査から採択に至るまでの各段階は，

著者 2 名が独立して行い，結果を著者 3 名

で照合し，見解が異なる場合には討議をし

て合意を得たうえで採択論文を決定した。

採択論文の内容は，目的，調査方法，対象者

の特徴，アセスメント方法・内容（エネルギ

ー・栄養素摂取量，食品・食事摂取状況，健

康状態，食物アレルギー，生活習慣，社会経

済状況，保護者の状況，保護者の意識，その

他），主な結果に分類して情報を抽出した。 

2) 統計調査 

 国内の乳幼児を対象に行われている食事

摂取状況や食習慣に関わる統計調査として，

平成 17 年および 27 年に実施された乳幼児

栄養調査，ならびに 21 世紀出生児縦断調査

（平成 22 年出生児）の第 1 回目から第 6 回

目の内容を精査した。調査項目は，栄養素，

食事摂取状況，健康状態，食物アレルギー，

生活習慣，社会経済状況，保護者の状況，保

護者の意識，その他に分類して情報を抽出

した。 

3) 厚生労働科学研究成果データベース 

厚生労働科学研究費補助金等で実施した

研究の成果を，厚生労働科学研究成果デー

タベース (MHLW GRANTS SYSTEM) を

用いて検索した。本データベースは，検索語

を掛け合わせた網羅的な収集が難しいこと

から，キーワードに「乳幼児，栄養」，「乳幼

児，発育」「乳幼児，健康」を入力し，得ら

れた結果から重複した同一研究等を除外し

た。内容は，目的，調査方法，対象者の特徴，

アセスメント方法・内容（エネルギー・栄養

素摂取量，食品・食事摂取状況，健康状態，

食物アレルギー，生活習慣，社会経済状況，

保護者の状況，保護者の意識，その他），主

な結果に分類して情報を抽出した。 
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Ｃ．結果 

1. 論文採択の流れ 

論文採択の流れを図 1 に示した。文献情

報データベース検索の結果，PubMed によ

り 339 件，医学中央雑誌により 342 件，J-

DreamⅢにより 228 件が抽出された。重複

分および紀要等を差し引いた 671 件につい

て，表題および抄録による精査を行った結

果，171 件が抽出された。171 件の論文を

入手し，本文による精査を行った結果，採

択された論文は 112 件であった。 

厚生労働科学研究成果データベースから

抽出された 531 件のうち，キーワード間の

重複，同一研究課題の複数年度を集約した

ところ，103 件が抽出された。表題および

要旨のスクリーニングでは 9 件が抽出され，

本文精査の結果，研究課題 5 件が抽出され

た。 

2. 採択論文の概要 

採択された 112 件のうち，食事調査等に

より栄養素等摂取量を算出した研究は 62

件（表 2），主要な食品群や食品の摂取頻度

あるいは部分的な食事内容を調査した研究

は 36 件（表 3），これらの調査を行わずに

生活習慣（食習慣を含む）を調査した研究は

14 件（表 4）であった。調査方法は，ほと

んどの調査で質問紙法を用いており，Web

調査を行った研究は 2 件であった。 

 エネルギー・栄養素摂取量の算出を行っ

ていた 62 件の食事調査方法は，食事記録法

単独が 33 件 2-34)，食事記録法と陰膳法の併

用が 2 件 35, 36)，食事記録法と食物摂取頻度

調査法あるいは食事歴法質問票の併用が 5

件 37-41)，食物摂取頻度調査法あるいは食事

歴法質問票単独が 13 件 42-54)，陰膳法 6 件

55-60)，尿中ナトリウム排泄量測定が 1 件 61)，

14 食品群からの推算 2 件 62, 63)であった。

これらのうち，10 件が 3-6 歳の日本人幼児

用簡易型自記式食事歴法質問票（BDHQ3y）

を使用していた 41-50)。 

 食品や食品群の摂取状況（表 2 対象研究

を除く）あるいは部分的な食事内容を把握

した研究では，乳幼児栄養調査の再解析，あ

るいは同じ形式で主要な 8 食品群（穀類，

魚類，肉類，卵，大豆・大豆製品，野菜，果

物，牛乳），お茶など甘くない飲料と加工食

品 4 項目（甘味飲料，菓子類，即席麺，フ

ァストフード）の摂取頻度を調査していた

研究が 5 件であった 64-68)。そのほかに， 15

食品や 21 食品，8 食品など，調査の目的に

合わせて独自に設定している研究が多く見

られた 69-76)。また，朝食内容のみ把握した

研究 77-81)，間食・夜食や飲料に限定した研

究 82-87)，主食・主菜・副菜の料理区分の摂

取状況で尋ねた研究 88)，野菜のみの種類や

頻度 89)，即席麺のみの摂取頻度 90)を尋ねた

研究などがみられた。離乳食については，具

体的な食品を挙げて摂取状況を把握してい

た研究 91-94)，移行時期や完了時期の把握 95-

97)，内容や問題点と対処法の自由記述 98)な

どがみられた。授乳期については，母乳・混

合乳・人工乳の状況，摂取回数，時間帯，夜

間授乳，やめた時期などの項目がみられた

85, 87, 92, 94-97, 99)。 

 食習慣を含む生活習慣のみを把握した研

究では，食習慣として欠食や食事の摂取頻

度 100-104)，食事時刻 105-109)，食事時刻の規則

性 100, 102)，共食状況 107, 109)，外食頻度 110)，

おかずの固さ・味付け 111)，栄養補助食品 112)

やベビーフード 113)の利用頻度などの項目

が用いられていた。 
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乳幼児栄養調査 114-116)および 21世紀出生

児縦断調査 117-122)においては，栄養素等摂

取量は算出されていなかった（表 5）。乳幼

児栄養調査では，食事摂取状況について，授

乳期の栄養方法，離乳食の開始時期や困っ

ていること，2 歳以上の調査では主要食物

の摂取頻度について調査していたが，21 世

紀出生児縦断調査では，起床・就寝時刻や欠

食，共食状況などの生活習慣のみを調査し

ていた。両調査ともに社会経済状況，保護者

の労働状況，子どもと過ごす時間など，乳幼

児を取り巻く社会環境に関する質問項目を

多く取り入れていた。 

 厚生労働科学研究においては，栄養素等

摂取量を算出した研究は 2 件 123, 124)，主要

な食品群や食品の摂取頻度を調査した研究

は 2 件 125, 126)，これらの調査を行わずに生

活習慣（食習慣を含む）を調査した研究は 1

件 127)であった（表 6）。 

3. 食事摂取状況に関連する要因 

 食事摂取状況と家庭状況の関連では，世

帯の経済状況が低いと野菜料理の摂取頻度

が低いことや 89)，母親の学歴が高いほど子

どもは好ましい食事をしており，子どもに

兄弟がいると，「菓子・嗜好飲料」の食事パ

ターンとなりやすいこと 73)などが報告され

ていた。 

食習慣と生活習慣の関連には多様な報告

があり，食事時刻が規則的な幼児は，健康的

な食事得点が高く，起床・就寝時刻が早く，

間食が少なく，毎日朝食を摂食するなど生

活習慣が良好だったこと 64)，朝食の食欲が

ない幼児は， 就寝時刻， 起床時刻， 朝食

時刻が遅く， 朝食を子供だけで食べ， 室内

遊びが多い者の割合が高かったこと 109)，就

寝時刻は睡眠時間，起床時刻，朝食開始時刻

と正の関連があったこと 106)などが示され

ていた。また過体重は早食い 76)，睡眠時間

の短さ 66, 76)，スクリーンタイムの長さ 76, 

105)，運動不足 76)と関連したことや，子ども

のスクリーンタイムの長さは，砂糖摂取量

の多さ 10)，不規則な食事 105)と関連したこ

とも報告されていた。 

 

Ｄ．考察 

 乳幼児栄養調査の調査方法・調査内容等

の企画・検討に資する基礎資料の作成のた

め，日本人乳幼児を対象とした栄養素，食事

摂取状況に関する情報を収集・整理した。具

体的には，原著論文 112 件，国内統計調査

2件（述べ 8回分），厚生労働科学研究 5件

の情報を元に，調査方法，調査項目，結果の

概要等について整理した。 

 乳幼児の栄養素等摂取量を正確に把握す

るためには，食事記録法，食物摂取頻度調査

法，食事歴法質問票などを用いて調査する

ことが求められる。栄養素等摂取量を算出

した 62 件の研究で，もっとも多く利用され

ていたのが食事記録法であった。食物摂取

頻度調査法あるいは食事歴法質問票の中で

は，3-6 歳の日本人幼児用簡易型自記式食

事歴法質問票（BDHQ3y）が最も多く利用

されていた。 

新型コロナウイルス感染症の影響により，

国民健康・栄養調査が 2 年に渡り中止にな

り，また 10 年に一度行われる乳幼児身体発

育調査が延期になったことなどから，非対

面で行う調査形式の検討が求められている。

しかし，本研究で抽出された過去 20 年間の

調査においては，Web 調査を行った研究は

2 件のみであり，いずれも主要食品群の摂

取頻度から食事摂取状況を把握していた。

乳幼児に対して食事調査を行い，栄養素等

摂取量を算出した研究は 62 件抽出された
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ものの，Web 調査で実施された研究はみら

れなかった。 

 食事摂取状況の把握については，研究間

で項目や選択肢は多様であり，また関連が

みられた栄養状態の指標や生活習慣，家庭

状況なども異なったことから，望ましい調

査項目や選択肢の在り方を結論づけること

は困難であった。平成 27 年度乳幼児栄養調

査で用いられた主要食品群の摂取頻度の尋

ね方 114)は，他の研究でも食事の多様性 65)

や食事バランス 64)のスコア算出に利用され

ていたことから，食事状況の簡便な把握方

法として有用である可能性が考えられた。

一方，第４次食育推進基本計画には，主食・

主菜・副菜を揃える回数が盛り込まれてお

り，いくつかの研究では主食，主菜，副菜の

組み合わせに関する質問が用いられていた

77, 88, 100)。平成 27 年度乳幼児栄養調査の質

問方法では，料理の組み合わせについて把

握できないため，先行研究における尋ね方

を折衷する方法についても検討が必要と考

えられる。また，家庭状況や社会経済状況に

ついては，21 世紀出生児縦断調査や平成 27

年度乳幼児栄養調査からの抜粋も有用と考

えられた。以上のレビュー成果を元に，乳幼

児栄養調査の調査内容等の企画・検討に資

する基礎資料をまとめた（資料１）。他の分

担研究の成果とあわせて今後さらなる検討

が必要である。 

 

Ｅ．結論 

 日本人乳幼児を対象とした栄養素，食事

摂取状況に関する情報を，原著論文，統計調

査，厚生労働科学研究を元に，収集・整理し

た。望ましい調査項目や選択肢の在り方を

結論づけることは困難であったが，乳幼児

栄養調査の調査方法・調査内容等の企画・検

討に資する基礎資料を提示することができ

た。次回調査で用いる質問項目については，

今後さらなる検討が必要である。 

 

Ｆ．健康危機情報 

なし 

 

Ｇ．研究発表 

1．論文発表 

なし 

 

2．学会発表 

なし 

 

Ｈ． 知的財産権の出願・登録状況 

なし 
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6,381 

 

6 
 
食習慣/TI or 食行動/TI or 摂食パターン/TI or 食事パターン
/TI or栄養パターン/TI or 食事習慣/TI 

 

14,239 

 

 

 
栄養状況・食習慣・食行動のデータおよび
疫学的研究 

 

 

 

6 

(nutritional status[MeSH Terms] OR Feeding Behavior[MeSH Terms] 
OR Dietetics[MeSH Terms] or "dietary intake" or "food intake" or 
"dietary pattern" or "eating pattern" or "dietary habit" or "food habit" 
or "eating habit" or "dietary behaviour" or "food behaviour" or "eating 
behaviour" or "nutrient intake" OR "Nutritional Intake" OR "Nutrition 
intake" OR "consuming diet" OR "Food consumption") AND ("data 
collection"[MeSH Terms] OR "Epidemiologic Studies"[MeSH Terms] ) 

 

 

 

93,257 

 

 

 

5 

 

 
(食行動/TH or 食習慣/TA or 食行動/TA 
or 摂食パターン/TA or 食事パターン/TA 
or 栄養パターン/TA or 食事習慣/TA) and 
(観察研究/TH or データ収集/TH) 

 

 

 

16,267 

 

 

 

5 

 

 

(食行動/AL or 食習慣/AL or 食行動/AL or 摂食パターン
/AL or食事パターン/AL or 栄養パターン/AL or 食事習慣
/AL) and (観察研究/AL or データ収集/AL) 

 

 

 

1,221 

 

 

 

 

 

栄養調査・食事調査 

 

 

 

 

 

5 

Nutrition Assessment[MeSH Terms] OR "Nutrition Surveys"[MeSH 
Terms] OR Diet Records[MeSH Terms] OR "Diet Survey" OR "Diet 
Assessment" OR "Dietary Survey" OR "Dietary Assessment" OR 
"Nutrition Survey" OR "Nutrition Assessment" OR "Nutritional 
Assessment" OR "Nutritional Survey" OR "Dietary information" OR 
"Diet Information" OR "Nutritional Information" OR "Nutrition 
Information" OR "Diet Record*" OR "Dietary Record*" OR Diet 
Survey OR "Diet Assessment" OR "Dietary Survey" OR "Dietary 
Assessment" OR "Nutrition Survey" OR "Nutrition Assessment" OR 
"Nutritional Assessment" OR "Nutritional Survey" OR "Dietary 
information" OR "Diet Information" OR "Nutritional Information" OR 
"Nutrition Information" 

 

 

 

 

 

92,170 

 

 

 

 

 

4 

 

 

 

栄養調査/TH or 栄養評価/TH or 食事記録 
/TH or 栄養調査/TA or 栄養アセスメント
/TA or 食事調査/TA or 食事記録/TA 
or 食情報 
/TA or 食事評価/TA or 栄養評価/TA or 
摂食記録/TA or 摂食情報/TA 

 

 

 

 

 

30,674 

 

 

 

 

 

4 

 

 

 

 
栄養調査/AL or 栄養評価/AL or 食事記録/AL or 栄養調
査/AL or 栄養アセスメント/AL or 食事調査/AL or 食事記
録/AL or 食情報/AL or 食事評価/AL or 栄養評価/AL or 
摂食記録/AL or 摂食情報/AL 

 

 

 

 

 

44,336 

日本人 4 Japan[MeSH Terms] or Japanese[Title/Abstract] 241,454   

 

 

乳児・幼児 

3 Infant Food[MeSH Terms] 15,186 3 乳児食/TH  3 乳児食/AL 6,426 

2 infan*[Title] or child*[Title] or pediatric*[Title] or paediatric*[Title]  

1,236,523 

 

2 
乳児/ti or 幼児/ti or 乳幼児/ti or 新生児
/ti or子ども/ti or 子供/ti 

 

200,182 

 

2 
乳児/ti or 幼児/ti or 乳幼児/ti or 新生児/ti or 子ども/ti or 
子供/ti 

 

243,202 

 

1 
child, Preschool[MeSH Terms] OR infant[MeSH Terms] OR 
pediatrics[MeSH Terms] 

 

1,734,854 

 

1 

 

乳児/TH or 幼児/TH 

 

57,889 

 

1 

 

乳児/AL or 幼児/AL 

 

324,796 

/TH，/AL＝統制語/TA＝タイトル・アブストラクト/ti＝タイトル 
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表2．日本人乳幼児を対象とし，栄養素等摂取量を算出した先行研究一覧 
筆頭著者，年 目的 調査方法  対象者の特徴      

   対象者  回答者 エネルギー・栄養素
摂取量 

食品・食事摂取状況 

   年齢 属性・人数 男性％  授乳 離乳食 食事 
（完了期～6歳） 

Nakai Y， 

2022 

日本人の食事パターン（食 品・
飲料の摂取頻度，摂取時期，発が
ん性）と歯垢酸性質および幼児期
う蝕（ECC）との関連性を検討す
る。 

質問紙 1～4歳 小児歯科医院を受
診した小児 118名 

50.0% 母親 食事記録法（3日
間，秤量法） 

母乳・哺
乳瓶によ
る授乳 

 ・食品をう蝕予防食
品，非う蝕原性食品，
低う蝕原性食品，液体
食品，固形保存食品
に分類 
・飲料は食間，食外
で分類 

Yoshii Y， 

2022 

育児時間と食事の質の関連を検
討する。 

質問紙（一部
観察法） 

1～6歳 DONGuRI研究の対
象者668名 

50.7% 保護者 食事記録法（1ー2歳
児は平日 1 日 
（昼食は保所）， 3
ー6 歳児は平日 
2 日（昼食は保育 

所），週末 1 日の 

非連続 3 日間） 

   

Fujiwara A， 

2021 

2016年日本国民健康・栄養調査の
データを用いて，砂糖摂取量の
WHO推奨値（エネルギー割合（％
E）5％未満または10％未満）に基
づき，砂糖と特定の栄養素摂取量
の関係を検討する。 

質問紙 1～19歳 2016年の国民健
康・栄養調査対象
者2,919名 

50.0% 保護者 食事記録法（1日
間，秤量法） 

   

Tajima R， 

2021 

間食の食事内容，1日の栄養摂取
量に対する間食の寄 
与，間食からのエネルギー摂取量
（EI）と低栄養の出現との関連につ
いて検討する。 

質問紙 3～6歳 DONGuRI研究の対
象者378名 

49.5% 保護者 食事記録法（3 日間）    

Hasegawa 
M， 2020 

低栄養に影響を及ぼす要因を調
査し，知的障害(SMID)児の栄養状
態に影響を及ぼす問題を明らかに
する。 

質問紙 中央値5.7歳 病院を定期的に受
診していた42名 

45.2% 保護者 食事記録法（3日間）    

Koyama T， 

2019 

親子のナトリウム摂取量とカリウム
摂取量との関連を検討する。 

質問紙 1～19歳 青森県健康・栄養
調査の対象者 
・1〜3歳：51名 

・4〜6歳：39名 
・7歳〜14歳：91名 

・15〜19歳：56名 

46.4% 保護者 食事記録法（1日間）    

Suga H， 

2019 

経済的理由による食料不足と1歳
から15歳の子どもの栄養摂取量
との関連性を検討 
する。 

質問紙 1～15歳 平成26年年の国民
健康・栄養調査対
象者895名 

50.8% 保護者 食事記録法（1日間）    
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アセスメント方法・内容 

健康状態 食物アレ 

 

 

生活習慣 社会経済状 

 

 

保護者の状況 保護者の意識 

 

 

その他 

主な結果 

身体計
測値 

その他健康指標 

 
・乳歯のう蝕の有無 
・歯垢の酸性度 
(Cariostat検査) 

ルギー 食関連 その他 況 

 
・飲食物の摂
取頻度・時間
(30分単位で
表記) 

 

 
・う蝕または歯垢酸性度が高い小児は，食
間の糖分摂取頻度が高かった。 
・う蝕またはプラーク酸性度が高い子ども
は，食事時よりも食間に 
ジュースを飲む頻度が高かった。 
・食間の砂糖の頻繁な摂取は高いプラーク
酸性原性とう蝕と関連し，頻繁な母乳／哺
乳瓶による授乳はう蝕と関連した。 

  
身長，体 ・BMI ・食事のタイ ・睡眠時間 ・年収 ・育児時間 ・5ー6 歳児では保育時間の長さが 

重 ミングと時 
間（食事記録
から得た） 
・朝食摂取頻
度 

・外食頻度 

（保育園+夜
間） 
・屋外での遊
び時間 
（平日+週
末） 
・スクリーンタ
イム 

・母親：年齢，身
長・体重，教育レベ
ル，職業，労働時
間，調理時間 
・父親：教育レベ
ル，職業 

・家族構成 

食事の質の低さと強く関連した。 
・1ー2 歳児および 3ー4 歳児では保育時
間の長さと食事の質とは関連しなかった。 

 
身長，体重 

 

・BMI ・WHOの条件付き勧告（≥5 %E）によ 
る砂糖過剰摂取者は49.7 %であった。 
・砂糖摂取量の多い者は，女子，若年，
BMIが低い傾向があった。 
・砂糖摂取量はエネルギーおよび炭水化物
摂取量と正の相関を示し，たんぱく質およ
び脂肪摂取量と負の相関を示した。 
・ビタミンA，CおよびCaを除く選択された微
量栄養素と砂糖の摂取量は逆相関を示し
た。 

  
身長，体重 ・BMI ・平日と週 

末の特定の活
動（活発な活
動，適度な活
動，座りがち
な活動）に費
やした時間 

・世帯年収 ・ 教育レベル， 

職業 

・間食からのエネルギー摂取は1日総摂
取量の19.5%であった。菓子類が最も多く
（35.3%），次いで牛乳 

（19.5%）であった。 

 
身長，体
重，上腕 

 

・BMIzスコア 

・血液検査（リンパ 

 
・低栄養群の年齢の中央値は，非低栄養群
よりも有意に高かった。 

三頭筋皮 球数，血清アルブ下
脂肪厚 ミン， 血糖，脂質 

・42名の中9名(21%)は経口摂取であった
が，そのうち8名は低栄養で 

，上腕周
囲長 

代謝マーカー，トラン
スサイレチン，レチノ
ール結合タンパク質，
血清微量栄養素） 
・医学的問題・合併
症 
・呼吸補助の方法 

・筋トーヌス評価 

・栄養法 

あった。 
・呼吸補助は，栄養法，筋緊張，エネルギ
ー摂取量などの他の潜在的な交絡因子と
は無関係に，より高い BMIZスコアと有意
な関連が見られた。 
・コレステロール値は，3歳以降に標準的な
乳児用調製粉乳を投与された者は，3歳未
満で経腸栄養剤に切り替えた者よりも有意
に高かった。 

 

・年齢 ・母親の1日の総ナトリウム摂取量 
は，すべての年齢層の子供の摂取量と正
の関連が見られた。 
・朝食と夕食時の母親のカリウム摂取量は，
1〜3歳，4〜6歳，7〜14歳の子どものカリ
ウム摂取量と正の関連が見られた。 
・父親と子どもの間のナトリウムとカリウム
の摂取量の関連性は弱く，祖父母と子ども
のナトリウム摂取量の関連性も弱かった。 

  
・前年に経済
的制約のため
に食料が手に
入らない頻度 

・世帯収入 

・世帯構成 ・202名（22.6％）が経済的制約のため頻繁
に食べ物を手に入れることができない群に
分類された。 
・炭水化物，カルシウム，レチノール活性当
量，リボフラビン，葉酸，ビタ ミンCの平均
摂取量において，家庭の食糧不足の頻度
が高くなるにつれて，有意な減少が見られ
た。 
・食料を入手できない頻度が高いほど，総
脂肪とビタミンB12の摂取量が多かった。 
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筆頭著者，
年 

目的 調査方法  対象者の特徴      

   対象者  回答者 エネルギー・栄養
素摂取量 

 食品・食事摂取状況 

   年齢 属性・人数 男性％  授乳 離乳食 食事 
（完了期～6歳） 

Fujiwara A， 
2022 

新規開発した糖類成分表を
用いて推定した遊離糖摂取
量と，日本人3〜6歳児の特
性および生活習慣との関連
を検討する。 

質問紙 3～6歳 栄養士が配置さ
れた保育所の園
児332名 

50% 保 育 所
栄養士・
保護者 

食事記録法（3日
間，秤量法） 

   

Fujiwara A， 
2019 

新たに開発した食品成分 
データベースを用いて推定し
た砂糖摂取量と，日本人3ー6
歳児の特性や生活習慣との
関連について横断的に検討
する。 

質問紙 3～6歳 DONGuRI研究の
対象者322名 

50.0% 保護者 食事記録法（3日
間） 

   

Murakami 
K， 2018 

3ー5 歳児の栄養素等摂取量
の推定値を日本のDRIと比較
し，栄養素摂取量の妥当性を
評価する。 

質問紙 3～6歳 DONGuRI研究の
対象者286名 

50.0% 保護者 食事記録法（3日
間） 

   

Fujiwara A， 
2018 

日本で一般的に消費されてい
る食品に含まれるでんぷんと7
種類の糖質に関する包括的
データベースを開発する。 

質問紙 18か月～ 
69歳 

2051名（乳幼児
はDONGuRI研究
の対象者，乳児 
368名，幼児376
名） 

48.8% 保護者 食事記録法（乳
児：1日間，学童
期・就学前児：非
連続3日間，成 
人：非連続4日間） 

   

Nagata C， 
2018 

就学前の日本人の食事性ア
クリルアミド摂取と性ホルモン
レベルとの間の横断的関連を
調べた。 

質問紙・面
接 

3～6（5.1 
±0.9）歳 

２つの保育施設
に通う428名 

53.7% 保護者 食事記録法（３日
間，秤量法） 

   

Murakami 
K， 2018 

日本の子供のグリセミックイン
デックス（GI）とグリセミックロ
ード（GL）は，食事摂取の好ま
しい側面と不利な側面の両方
に関連しているという仮説を
検証する。 

質問紙・面
接 

1～6歳 国民健康・栄養
調査に参加した
子ども3866名 
（1-6歳児1289
名） 

50.5% 世帯代
表者 

食事記録法（1日
間，秤量法） 
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 アセス メント方法・ 内容      主な結果 

 健康状態 食物アレ
ルギー 

生活習慣 社会経済状況 保護者の状況 保護者の意識 その他  

身体 
計測値 

その他健康指標 食関連 その他     

身長，体重    睡眠時間 
（日中・夜 
間），外遊び
時間（平日・休
日），スクリー
ンタイム（平
日・休日のテ
レビ，ビデオ
ゲーム時 
間） 

世帯状況 
（祖父母の同
居，兄弟数，
平均年収） 

年 代 ， 身 長 ， 体
重 ， 教 育 歴 ， 職
業，喫煙習慣， 

  調査した生活習慣の中でスクリーンタイム
は遊離糖の過剰摂取と最も強く関連してい
た。 

身長，体重 ・BMI   ・睡眠時間 
（保育園の睡
眠時間+夜間
睡眠） 
・屋外での遊
び時間 
（平日+週
末） 
・スクリーンタ
イム 

・年収 ・育児時間 

・年齢 

・身長 

・体重 

・職業形態 

・家族構成 

  ・ 砂糖摂取量の平均値は26.8g/dであっ
た。 
・砂糖の過剰摂取（エネルギー摂取量の
10％以上）である者の割合は 
21.7％であった。 
・スクリーンタイムが過剰な砂糖摂取と最も
強く関連していた。 
・専門職や管理職である母親の子どもと比
較し，事務職やサービス・販売職の母親の
子どもでは，砂糖過剰摂取の割合が2倍近
く高かった。 

身長，体重         ・推定平均必要量（EAR）を下回る食事をし
ている子どもの割合が低かった。 
・普段の摂取量の平均値が必要摂取量を
上回っていた。 
・カルシウム，ビタミンA，チアミン，鉄につい
ては，男子と女子の高い割合で普段の摂取
量がEARを下回っていた。 
・男子の62％，女子の66％が総脂肪の推奨
範囲（20％ー30％エネル 
ギー）を超えていた。 
・男子の92％，女子の85％がナトリウムの
推奨限度（それぞれ4.0g，4.5g NaCl換算/
日）を超えていた。 

         ・でんぷんの平均摂取量は55.6g/日 
（女性幼児）から206.0g/日（男性学童）で
あった。 
・年齢や性別に関係なく，でんぷんの50％
以上は米や穀物でまかなわれていた。 
・砂糖の平均総摂取量は46.1g/日 
（女性幼児）から68.7g/日（男性学童）で
あった。 
・すべての年齢と性別のグループ で，砂
糖の主要な寄与成分は，スク 
ロース，グルコース，ラクトース，フルクトー
スであった。 

身長，体重 現病歴，尿中性ホル
モン，クレアチニン 

  身体活動レベ
ル（外遊び時
間（0， 1ー
15， 
16ー30， 

31ー60，61 
分以上）を場
所ごとに 1日
3回（正午
前，正午から
午後6時ま
で，午後6時
以 
降），平日と週
末を尋ねた。 

 母親の教育年数，
親の喫煙本数， 

 出生時体重 アクリルアミド摂取は，男児の性ホルモンレ
ベルと有意に関連していた。 

身長，体重         低GIおよび-GLの食事は，食事の好ましい
パターン（微量栄養素の高摂取）と好ましく
ないパターン（飽和脂肪とナトリウムのり高
摂取）の両方に関連していた。 
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筆頭著者，年 目的 調査方法  対象者の特徴      

   対象者  回答者 エネルギー・栄養素
摂取量 

 食品・食事摂取状況 

   年齢 属性・人数 男性％  授乳 離乳食 食事 
（完了期～6歳） 

佐藤香苗， 

2017 

摂取エネルギーならびに幼 児に
とって主要な栄養素の供給に寄与
する食品の探索とそのポーション
サイズの検討を通して，3歳児の食
事特性を明らかにする。 

質問紙 3歳児 保育園と幼 
稚園の3歳児クラ
ス89名 

52.8% 保護者 食事記録法（半秤量
法，年4回，連続7日
間） 

   

Wada K， 

2017 

イソフラボン代謝物の生産の原因
となる要因を，日本の出生コホート
における母親と子供において調べ
た。 

質問紙 6.2 (5.4– 

7.2)歳 

縦断的研究参加者 52.2% 母親 食事記録法（3日間） 完 全 母
乳 か 否
か 

  

Murakami 
K， 2016 

エネルギー摂取量は過小・過剰申
告が一般的であるため， 1〜19歳
の日本人男女3866人の特性と関
連しているか検証した。 

質問紙 1～19歳 国民健康・栄養調
査参加者（1ー 5歳
児1069人） 

全体で 
50.6% 

保護者 食事記録法（1日
間，秤量法） 

   

佐々木 ルリ
子，2015 

児の食事摂取状況について明らか
にし，これからの保育所給食にお
ける望ましい栄養管理のための基
礎的な知見を得る。 

質問紙 3～6歳 平成 22 年乳幼児
身体発育値 
（成長曲線）17）の
基準内の成長を確
認した幼児 66 名 

59.1% 保護者 食事記録法（家庭）
および保育所給食
記録（13日間） 

   

Asakura K， 

2014 

日本人幼児のポーションサイズを
明らかにすることを目的とした。 

質問紙・面接 3〜6歳 給食を提供してい
る保育園および幼
稚園の489名 

55.8% 保護者 食事記録法（一日
間，給食以外の食
事） 

   

Nakamura 
K， 

2013 

日本人の就学前児童を対象に，
抗酸化ビタミンおよび脂肪酸の食
事摂取量と喘息との関連につい
て検討する。 

質問紙 3～6歳 学校保健統計調査
の対象者452名 

53.1% 保護者 食事記録法（3日
間，目安量法） 

授乳方
法 

  

Tsubota- 
Utsugi M， 
2013 

（1）栄養補助食品と強化食品の使
用状況の評価，（2）栄養補助食品
および/または強化食品使用の有
無によるビタミンE摂取量の違いを
調べ， 
（3）耐用上限量（UL）を超える者が
いるか評価した。 

質問紙・面接 1歳以上 2003ー2009年の 
国民健康・栄養調
査参加者 64,624
名（1-2歳 
1,067名，3－5歳 

1,841名） 

1-2歳 

51.9%，3 
－5歳 
50.1% 

世帯代
表者 

食事記録法（1日
間，秤量法） 

   

西本裕紀
子，2012 

基礎疾患のない低身長児の栄養
療法の基礎資料を得る事を目的
とした。 

質問紙 5.6±1.3 
歳（3～8
歳） 

消火器内分泌科を
受診した低身長児
30名 

50% 保護者 食事記録法（3日
間，写真撮影併用） 

   

Wada K， 

2012 

日本の幼児における海藻類の摂
取と性ステロイド値との関連性を
検討する。 

質問紙 3～6歳 愛知県の２幼稚園
に通う健康な未就
学児428名 

53.7% 保護者 食事記録法（3日間）    

Tsuji M， 

2012 

野菜，果物，大豆食品の摂取が，
苦味に対する感受性や 食物新
奇性恐怖と関連するかについて検
討する。 

質問紙 4～6歳 健康な未就学児 
323名 

51.7% 保護者 食事記録法（3日間）    

池上 由美， 

2012 

保育所に通う幼児の身体活動量
と生活時間，食物摂取状況の実
態を把握する。 

質問紙・面接 5～6歳 保育園児 

身体活動調査は 

25名（食物摂取状

況調査はそのうち

18名） 

40.0% 保護者 写真法（3日間）およ
び食事調査メモ 

（材料・食事時間） 
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 アセス メント方法・ 内容      主な結果 

 健康状態 食物アレ
ルギー 

生活習慣 社会経済状況 保護者の状況 保護者の意識 その他  

身体 
計測値 

その他健康指標 食関連 その他     

身長・体重                 ・エネルギー，産生栄養素バランス，間食
エネルギー比は適正であったが，一方で
間食エネルギー比は個人差が大きかっ
た。・穀類エネルギー比は１年を通して低
値であり，カルシウム摂取量も目標量を下
回った。 

身長，体重           母親の年齢，教育

歴，母親の喫煙状況 

  尿中イソフラボ

ン代謝産物 

子どものエクオール生産は，母親のエクオ
ール生産状態に関連していた。 

身長，体重       身体活動レベル         過少申告は1〜5歳の肥満に関連してい
た。過剰申告は，調査した変数のいずれ
にも関連していなかった。 

                  ・習慣的な摂取量では，たんぱく質，鉄，ビ
タミンA，食塩相当量で男児が女児より高
値であった。 
・食事摂取基準の指標の評価において対
象者の 30％以上が存在した栄養素は，
EAR 未満が男女ともにカルシウム，ビタミ
ン B1 であり，ビタミン A は男児のみで
あった。 
・DG 以上は男女ともに食塩相当量であっ
た。 
・給食が「ある日」は「ない日」よりも，全体
として食事の量と質の面で望ましい摂取で
あった。 

身長，体重                 最も頻繁に消費された5つの食品のうち，
米と豚肉は，年齢，身長，体重によて大幅
に増加した一方，牛乳，卵，ニンジンは変
化しなかった。 

身長，体重 喘息の有無 食物アレル

ギー歴，ア

レルゲンへ

の暴露 

    兄弟姉妹数 母親の年齢，母親
の教育歴，父母の
喫煙習慣，父母の
アレルギー歴 

  受動喫煙 ・ビタミンCとEの摂取量が多い子どもは，
喘息の有病率の低下と関連している可能
性がある。 
・喘息と関連する脂肪酸はなかった。 

身長，体重 血清アルブミン，    在胎週数 低身長児の炭水化物摂取量は実年 

 IGF-1，RBC，Hb，     齢・身長年齢の国栄調査より有意に 

 Ht，MCV，MCHC，     少なかった。食品別摂取量では特に 

 Fe，Zn，TF，PA，     米，芋，野菜，きのこ，海草，肉類の 

 RBP，BUN，TC     摂取量が国栄調査より少なかった。 

身長・体 尿中のエストロ     年齢，BMI，総エネルギー摂取量を 

重（保護 ン，エストラジオー     調整した後の海藻摂取量とエストロ 

者が申 ル，テストステロ     ンレベルの相関係数は，男子で- 

告） ン，5-アンドロステ     0.144（p＝0.030），女子で-0.147（p＝ 

 ン-3β，17αジ     0.041）であった。エストラジオール， 

 オール濃度，尿中     テストステロン，3β，17α-AEDおよ 

 デヒドロエピアンド     びDHEAとは関連しなかった。 

 ロステロン濃度      

身長，体重 6-n-プロピルチオ  母の食事（169 子どもの食習慣の 食物新奇 苦味に対する感受性と食物新奇性 

 ウラシル（PROP）  項目の半定量 コントロールに関す 性恐怖スコ 恐怖が，就学前男児の野菜と大豆 

 0.56 mmol/lの味を  食物摂取頻度 る６項目（食事に対 ア（Child 食品の摂取に影響を与える可能性 

 感じることができる  調査） する制限やプレッ Food が示唆された。 

 かどうか   シャー） Neophobia  

     Scale  

     （CFNS））と  

     食物の種  

     類  

身長，体重 平均歩数 就寝・起床    通所日においては男児の歩数は女 

  時刻，入浴    児よりも有意に多かった。非通所日 

  時刻，活動    の低歩数群・高歩数群における栄養 

  内容    素等摂取量では，エネルギー，炭水 

      化物で性差が見られ男児が女児より 

      有意に多く摂っていた。また，食塩摂 

      取量は目標量の5g/日を越えてい 

      た。 
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筆頭著者，年 目的 調査方法  対象者の特徴      

   対象者  回答者 エネルギー・栄養素
摂取量 

 食品・食事摂取状況 

   年齢 属性・人数 男性％  授乳 離乳食 食事 
（完了期～6歳） 

Mori T， 

2011 

酸化ストレスと環境化学物質への
曝露との関連を評価する。 

質問紙 3～6歳 神奈川県内の幼稚
園児134名（尿を採
取） 
そのうち76名に食
事摂取調査を実施 

48.5% 保護者 食事記録法（1日
間，秤量法） 

   

Wada K， 

2011 

海藻類の摂取が血圧に影響を与
えるかについて検討する。 

質問紙 3～6歳 愛知県の２幼稚園
に通う健康な未就
学児459名 

48.6% 保護者 食事記録法（3日間）    

Tamai Y， 

2011 

ビタミンB6，B12および葉酸の3種
類のビタミンの食事摂取量と幼児
の血圧との関連を検討する。 

質問紙 3～6歳 愛知県の２幼稚園
に通う健康な未就
学児418名 

51.4% 保護者 食事記録法（3日間）    

Wada K， 

2011 

大豆摂取と性ステロイド値との関
連について検討する。 

質問紙 3～6歳 愛知県の保育園に
通う428名 

53.7% 保護者 食事記録法（3日間）    

佐藤 祐子， 

2010 

3歳児のダイオキシン類摂取量の
推計と食品群摂取の特徴を明ら
かにする。 

質問紙 3歳 島喚地域3歳児 
37名 

62.2% 保護者 食事記録法（2日
間，秤量法） 

  ・食品摂取量・体重か
らダイオキシン類摂取
量を算出 

Kobayashi T， 

2010 

日本人小児の日常的な食事摂取
量を評価するための食物摂取頻
度調査（FFQ）を開発する。 

質問紙 3～11歳 奈良女子大学附属
幼稚園，小学校に
在籍する健康な3-
11 歳児 586名 

50.7% 保護者 食 事 記 録 法 （ １ 日
間，秤量法）と食品
の調理前後の写真 

   

三田村 理
恵子，2007 

幼児の生活習慣，食生活状況とう
蝕との関連性を解析 し，歯科保
健を考慮した食生活のあり方につ
いて検討する。 

質問紙 3～6歳 幼稚園児434名 51.6% 保護者 食事記録法 ・授乳の
種類 

・離乳食
の開始時
期 

・加工食品，歯ごたえ
のある物の摂取状況 

三浦 直子， 

2004 

「日本人の栄養所要量」を参考資
料として幼児の性，年齢，身長別
の標準体重に 
沿ったエネルギー及びたんぱく質
所要量を算出する。 

陰膳法 1～6歳 全国7ブロックで栄
養士のいる16保育
園に通園している
721名 

51.2% 保護者 食事記録法（2日
間，秤量法） 

   

中埜 拓， 

2003 

離乳食および乳汁からの栄養摂
取の実態を調べる。 

質問紙 3～18か
月 

6地域で健康で正
常に発育している
2，384名 

50.3% 保護者 食事記録法（3日分，
食材の種類と摂取量
を目安量 として記
録），食事写真，完全
人工 栄養児は育児
用粉乳・牛乳の摂取
量 

   

Fujii Y， 

2021 

有機ハロゲン化合物の食事暴露
について陰膳法を用いて検討す
る。 

陰膳法 7～24か
月 

2歳未満の子供を
持つボランティアの
日本人家族 
46名 

43.5% 保護者 食事記録法・陰膳法    
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 アセス メント方法・ 内容      主な結果 

 健康状態 食物アレ
ルギー 

生活習慣 社会経済状況 保護者の状況 保護者の意識 その他  

身体 
計測値 

その他健康指標 食関連 その他     

 スポット尿サンプル
中の8-ヒドロキシ-
2′-デオキシグアノ
シン（8ー OHdG），
1-ヒドロキシピレン
（1- OHP），無機ヒ素 
（iAs），モノメチルアル
ソン酸（MMA）および
コチニン濃度 

       小児の酸化ストレスは，環境レベルの化学
物質曝露，栄養摂取，生理的要因に複雑
に影響されることが示唆された。 

身長・体
重（保護
者が申
告） 

血圧，脈拍        海藻類の摂取は，男子では拡張期血圧
に，女子では収縮期血圧に負の相関が
示された。 

身長・体
重（保護
者が申
告） 

血圧        ・ビタミンB12摂取量の最高四分位は最低四
分位より平均収縮期血圧・平均拡張期血圧
が低かった。 
・葉酸摂取量の最高四分位群では最低
四分位群よりも平均収縮期血圧が低かっ
た。 
・ビタミンB6摂取量は血圧と有意な関連
を示さなかった。 

身長・体
重（保護
者が申
告） 

エストロン，エストラ
ジオール 
テストステロン， 
3b，17a-AED， 
DHEA 

※早朝尿 

       大豆の摂取が小児期の性ステロイドの分
泌や代謝に影響を与える可能性があり，そ
の影響は性差によって異なる可能性があ
ることが示唆された。総エネルギー摂取量
と性ステロイドとの関連はなかった。 

体重        ・ダイオキシン類推計摂取量は0.95 
pgTEQ/kg body weight/dayであった。 
・乳・乳製品の摂取量が，ダイオキシン類摂
取量に寄与した。 

         75食品項目の質問票を作成した。 

 ・う蝕状況  ・よく噛んで食
べるか 
・おやつの時
間 
・おやつは市
販品か手作り
どちらが多い
か 
・歯みがき状
況 

  ・両親のう蝕状況  ・兄弟姉妹の
う蝕状況 

・対象児のう蝕あり群では，母親や きょう
だいにう蝕罹患者率が高いことが示され
た。 
・食生活面では，離乳食開始時期とう蝕罹
患者率との間に明らかな関連が認められ
た。 
・幼児期の食生活状況に関しては，外食に
行く頻度が多い，主菜を欠食することが多
い園児で，う蝕罹患者率が高くなった。 

身長，体重 ・肥満度        ・算出したエネルギー所要量の計算値は実
際の幼児体格及び食事調査による摂取量
の実態との比較においても妥当な値となっ
た。 

         ・離乳食と乳汁を組み合わせて摂取するこ
とにより，12か月齢まではほぼ所要量を充
足させた。 
・12か月齢以降では，鉄，亜鉛，銅，ビタミ
ンDおよび食物繊維の摂取量が少なかっ
た。 

         ・環境中の残留性有機汚染物質 (POPs)で
は，ジクロロジフェニルトリクロロエタンおよ
びその代謝物(DDT)が最も高く，次いでポリ
塩化ビフェニル(PCB)であった。 
・いくつかの化合物は，魚介類，肉類，海
藻類の摂取量と統計的に相関しており，
乳児における有機ハロゲン化合物の暴露
源となりうる食品群であることが示唆され
た。 
・標的化合物の摂取について，離乳食から
の暴露は限定的であることが示唆された。 
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筆頭著者，年 目的 調査方法  対象者の特徴      

   対象者  回答者 エネルギー・栄養素
摂取量 

 食品・食事摂取状況 

   年齢 属性・人数 男性％  授乳 離乳食 食事 
（完了期～6歳） 

安武 健一
郎，2014 

24 時間尿比例採取器を用いた簡
便な24 時間蓄尿法を幼児に適応
し，秤量記録法および陰膳法で得
られた食塩相当量と比較すること
で，その有用性あるいは問題点に
ついて検討する。 

質問紙・陰膳
法 

5～6歳 健康な幼児10名 50.0% 母親 食事記録法（2日
間，秤量法）・陰膳
法 

   

鎌田 由香， 

2018 

厚労省乳幼児FFQの妥当性を検
討する。 

質問紙 4歳 厚労省乳幼児 
FFQと食事記録法
（DR）の両方に欠
損がない 187名 

49.7% 保護者 食事記録法（3日間）
および厚労省乳幼
児食物摂取頻度質
問票 

   

Asakura K， 

2015 

3〜6歳用の食事歴法質問票 
（BDHQ3Y）の妥当性を検証した。 

質問紙  宮城県在住で日中
を主に在宅で過ご
す健常児61名 

50.8% 保護者 食事記録法（3日間）
および3-6 歳の日
本人幼児用簡易型
自記式食事歴法質
問票 

（BDHQ3y） 

   

砂見 綾香， 

2012 

幼稚園児及びその保護者に対し，
食に関する知識を与 え，行動
変容を促す食育を連携して行い，
その有効性を食物摂取状況の変
化によって評価する。 

質問紙 4～6歳 チラシをみて食育
プログラムへの参
加を希望した園児
54名（解析33名） 

記載なし 保護者 食事記録法および
食物摂取頻度調査
票（FFQg） 

   

Sahashi Y， 

2011 

日本の幼児を対象とした食物摂取
頻度調査票（FFQ）の妥当性と再現
性を評価する。 

質問紙 6歳 study investigating 
maternal diet and 
pregnancy 
hormones（母親の
食事と妊娠ホルモ
ンに関する研究）
に参加した47名の
母親 

48.9% 母親 食事記録法（3日間）
および食物頻度質問
票（各2回） 

   

Kobayashi T， 

2011 
3ー11 歳児（YC 群）と 12ー 
16 歳児（AD 群）の 2 群を対象
に，開発された日本人の小児に対
する75項目の食物摂取頻度調査
票（CFFQ）の再現性と妥当性を検
討する。また，両グループの子ども
の摂取量を評価するためにCFFQ
と成人用FFQ（AFFQ）のどちらが適
しているかを判断す 
る。 

質問紙 3～11歳 
/12～16
歳 

奈良女子大学附属
幼稚園，小学校に
在籍する健康な3-
11 歳児 

（YC 群）48名 

記載なし 母親 食事記録法（4日
間，秤量法）および
食物摂取頻度調査
票（CFFQ， AFFQ
（各２回） 

   

Yasutake 
K， 2021 

母親と未就学児の尿中ナトリウ
ム・カリウム比が同等であると仮定
し，両者の関連を検討する。 

質問紙 4～5歳 幼稚園に在籍する
園児297名 

54.5% 母親 3-6 歳の日本人幼
児用簡易型自記式
食 事 歴 法 質 問 票
（BDHQ3y） 

   

Yang J， 

2020 

食事の最初に野菜を食べることと
食事摂取量との関連について検
討する。 

質問紙 5歳 公立認可保育園に
在籍する135名 

50.4% 保護者 3-6 歳の日本人幼
児用簡易型自記式
食 事 歴 法 質 問 票
（BDHQ3y） 

  ・野菜摂取の平均頻
度 

Shinsugi 
C， 2020 

1年間の成長変化と食事の質の関
連性を検討する。 

質問紙 ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ
時：4～5歳 

就学前児110名 49.0% 保護者 3-6 歳の日本人幼
児用簡易型自記式
食 事 歴 法 質 問 票
（BDHQ3y） 

  ・主食，副菜，主 
菜，牛乳・乳製品，果
物， 総エネル ギー
摂取量，菓 子・嗜
好飲料エネルギーか
ら食事バ 
ランスガイド順守得点
はを算出 
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 アセス メント方法・ 内容      主な結果 

 健康状態 食物アレ
ルギー 

生活習慣 社会経済状況 保護者の状況 保護者の意識 その他  

身体 
計測値 

その他健康指標 食関連 その他     

身長・体
重 

・カウプ指数               ・秤量記録法と陰膳法による食塩摂取量
の間には強い相関関係を認めた（r＝0. 
81）。・秤量記録法および陰膳法による食
塩摂取量と24 時間蓄尿による食塩排泄
量の間には全く相関を認めなかった。 

身長，体
重 

                ・厚労省乳幼児FFQとDRで最も相関係数
が高かったものは，牛乳・乳製品であっ
た。 
・肉や魚の相関係数は低かった。 

身長，体
重 

                BDHQ3Yの妥当性は低～中程度であっ
た。 

      （介入後） 

食育プログ

ラムが演じ

の食行動に

及ぼした影

響を検討す

るための調

査 

    ・年齢 

・身長，体重 

・第一子妊娠前の体

重 

・調理担当者 

・食生活を改善しよう

と思うか 

・適切な食事内容や量

を把握しているか 

・母親と子ども

は同じ食事で

あるか 

・保護者の野菜類摂取量は有意に増加し
た。 
・園児においては食に対する関心が強まっ
た。 
・保護者と園児の食物摂取状況の変化は
正の関連がみられた。 

身長，体
重 

                妥当性の相関はα-トコフェロールで0.05
からレチノールで0.59の範囲であった。相
関の中央値は0.40であった。再現性の相
関は，すべての栄養素で0.50以上であっ
た。ほとんどの栄養素について，FFQは許
容できる再現性を有していたが，妥当性に
ついては低から中程度の相関を示した。 

         CFFQはYC群における子どもの習慣的な
食事摂取量を評価するための有用なツー
ルになる可能性が示唆された。 

身長，体重 ・採尿（春と秋の連続2
日間，朝一番の尿）か
ら尿中ナトリウム・カリ
ウム比を算出 

  ・母親の身長，体重 
・母親に対して採尿
し，尿中ナトリウム・カ
リウム比を算出 

・BDHQ 

 ・未就学児の尿中ナトリウム・カリウム比と
母親の尿中ナトリウム・カリウム比には相
関があった。 
・尿中ナトリウム・カリウム比は母親よりも
未就学児で高い値だった。 
・未就学児において，果物，牛乳・乳製品，
清涼飲料水，調味料・香辛料の摂取量と尿
中ナトリウム・カリウム比に有意な相関が
見られた。 
・未就学児は母親と比較して，ナトリウムの
摂取量が多く，カリウムの摂取量が少なか
った。 

  野菜を最初 子どもの身に
食べる頻  体 活動状度 

・世帯の経済
状態 

・保護者職業形態 ・子どもの健康状態 ・野菜を最初に食べない児と比較して，食事
で野菜を最初に多く食べる児では，野菜の
総摂取量が多かった 
（果物，肉，魚，穀類，菓子類など他の食品
群については，野菜を最初に食べる頻度区
分による摂取量の有意な差は見られなかっ
た）。 

身長，体重      ・成長期の1年変化と食事の質との 

間に有意な関連は認められなかった。 
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筆頭著者，年 目的 調査方法  対象者の特徴      

   対象者  回答者 エネルギー・栄養素
摂取量 

 食品・食事摂取状況 

   年齢 属性・人数 男性％  授乳 離乳食 食事 
（完了期～6歳） 

Nakamura 
M， 2019 

胃腸炎とプロバイオティクス (ヨ
ーグルトとチーズ)の摂取頻度と
の間に関連があるか検討する。 

質問紙 1歳 子どもの健康と環
境に関する全国調
査（JECS)調査の
対象者 82,485名 

記載なし 保護者 食物摂取頻度質問
票 

  ・ヨーグルト摂取頻度 

・チーズ摂取頻度 

Okubo H， 

2018 

食べる速度と咀嚼の程度が体重
の状態とどのように関連するか検
討する。 

質問紙 5～6歳 SHOKUIKU 研 
究の対象者 
4,451名 

52.4% 保護者 3-6 歳の日本人幼
児用簡易型自記式
食 事 歴 法 質 問 票
（BDHQ3y） 

   

Ando E， 

2018 

日本の3歳児就学前児童コ ホート
（成育母子コホート）において，血清
25(OH)D状態に関連する因子を調
べ，食物からのビタミンD摂取と
UVB照射が血清25(OH)D値に及ぼ
す影響を検討する。 

質問紙・面接 生後36か月 成育母子コホート
の対象者574名 

52.8% 保護者 3-6 歳の日本人幼
児用簡易型自記式
食 事 歴 法 質 問 票
（BDHQ3y） 

   

Fujitani A， 

2018 

日本における就学前児童および
小学校低学年児童の機能性便秘
の有病率と食習慣の影響を明ら
かにする。 

質問紙 5～8歳 保育園・小学生に
在籍する3,595名 

50.2% 保護者 3-6 歳の日本人幼
児用簡易型自記式
食 事 歴 法 質 問 票
（BDHQ3y） 

   

Okubo H， 

2017 

幼児期の食べる速さが現在およ
び1年後に測定された BMIと関
連するか検討した。 

質問紙 食事は29 
〜39か 
月，身体計
測値は 30
か月と 

42か月 

出生コホート研究
参加者492名 

52.6% 母親 食事歴法質問票 

（BDHQ) 

授乳期
間 

離 乳 食
開 始 時
期 

 

Asakura K， 

2017 

全国的な研究のデータを使用して，
日本の幼稚園の子供たちの食事と
ライフスタイルの要因と便秘の関係
を調べた。 

質問紙 5～6歳 44県380保育園の
5〜6歳児 5,309名 

52.8% 保護者 3-6 歳の日本人幼
児用簡易型自記式
食 事 歴 法 質 問 票
（BDHQ3y） 

   

早瀬須美
子，2016 

幼児とその母親の骨量，体格，
食事摂取状況との関連について
検討する。 

質問紙 年長児 

（平均5.4 

±0.5歳） 

保育園年長組の園
児とその保護者101
組 

52.5% 保護者 食物摂取頻度調査
（FFQ） 

   

Okubo H， 

2016 

砂糖添加飲料の消費レベルが比
較的低い日本人の幼児において，
食物と栄養摂取パターンの質の低
さに関連しているか検証した。 

質問紙 ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ 
16〜24か
月，追跡時
41〜49か
月 

出生コホート研究
（大阪府母子保健
調査 
（OMCHS)）参加者
493名 

52.5% 母親 3-6 歳の日本人幼
児用簡易型自記式
食 事 歴 法 質 問 票
（BDHQ3y） 

授乳期
間 

開始時
期 

ベースライン時は 21
食品の摂取頻度 
（穀類，肉，魚， 
卵，野菜，果物， ヨ
ーグルト，お茶， 
100％果汁ジュース，
加糖果汁飲 料，そ
の他の清涼飲料水，
プリン・ゼ 
リー，チョコレート，クッ
キーなど，8段階（1か
月に1回未満～1日2回
以上）） 

Saido M， 

2016 

日本人幼児の砂糖摂取量とう蝕
の関連を明らかにする。 

質問紙 5〜6歳 44県の保育園に通
う5〜6歳児 5,158
名 

53.0% 保護者 3-6 歳の日本人幼
児用簡易型自記式
食事歴法質 
問票（BDHQ3y） 
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 アセス メント方法・ 内容      主な結果 

 健康状態 食物アレ
ルギー 

生活習慣 社会経済状況 保護者の状況 保護者の意識 その他  

身体 
計測値 

その他健康指標 食関連 その他     

 ・胃腸炎    ・社会経済的
地位 

・病歴 
・心身の健康状況 

・職業 

  ・ヨーグルトを週7回および3〜6回摂取した
乳児は，ヨーグルトを週に1回摂取した乳児
よりも胃腸炎の発生率が低かった。 
・週当たりのチーズ摂取頻度は，胃腸炎
の発生率と関連していなかった。 

身 長 ， 体
重 ， 出 生
時体重 

・BMI z-スコア  ・食べる速さ 
・咀嚼の程度 

  ・居住地域 
・父親と母親の教
育歴 
・保護者の身
長・体重 

 ・ 子 ど も の
兄弟姉妹の
数 

・ゆっくり食べることが，太り過ぎの有病率
の低さだけでなく，やせの有病率の高さと
も独立して関連していた。 
・よく噛んで食べることは，太り過ぎの有
病率の低下と関連していた。 
・よく噛んで食べることは，痩せの有病率と
は関連していなかった。 

身長，体重 ・血清25(OH)D値 

・BMI 

  ・外での遊び
時間 
（UVB放射量
は気象庁発表
の月平均値か
ら検討した) 

・世帯年収 ・学歴   ・平均血清25(OH)D濃度は23.5 ng/mlで，
170名 (29.6 %)がビタミンD不足（<20 
ng/ml）であった。 
・ビタミンD摂取や屋外での滞在時間は有
意に関連していた。 
・ビタミンDの摂取量とビタミンD不足のリス
クとの関連は見られなかった。 

身長，体重 ・便失禁 

・保留行動 

・排便痛 

・便の硬さ 
・大便の有無 
BMIzスコア 

  ・排便回数     ・718名（20.0%）が機能性便秘であった 
・機能性便秘と性別との関連は見られな
かった。 
・機能性便秘群は非機能性便秘群よりも
脂肪摂取量が有意に多く，水分量が少な
かった。 
・二項ロジスティック回帰分析で，100 kcalあ
たりの脂肪機能性便秘と正の相関を示し
た。 

身長，体重   食事速度 
（とても遅
い，やや遅
い，普通，や
や速い，速
い） 

スクリーンタイ
ム（時間/日） 

世帯年収 母親の年齢，身
長，体重，教育歴，
喫煙状況，産後30
か月時の就業状
況 

 出生時の身
長・体 重，
出生順位 

幼児期の摂食速度は，現在のBMIだけでな
く，1年後に測定されたBMIと有意に関連し
た。 

身長，体重   食欲 排便習慣 
（週に3回以下
が便秘と定
義），身体活
動レベル（低・
中・高），睡眠
時間 

 母親の教育歴，朝
食準備時間 
（不十分，十
分，豊富） 

  高食物繊維摂取量，高度な身体活動，保護
者の朝食と夕食の十分な準備時間は，便秘
の低い有病率と有 意に関連していた。 

身長・体重 骨量（音響的骨評価
値（OSI）），ビタミンD
受容体遺伝子多型 

    身長，体重，年齢   ・園児とその母親の間には，骨量について
は有意な関連（相関）はな かった。 
・園児とその母親の間には，体格，食事摂取
状況において，有意な関連 
（相関）があった。 
・幼児の体格，食事摂取状況は母親と強く
相関していた。 

身長，体重     世帯年収 母親の年齢，身
長，体重，教育歴，
雇用状況，母親の
食事歴 
（DHQ)，砂糖添加
飲料の摂取状況，
喫煙状況 

 出生時体重，
出生順位 

砂糖添加飲料の摂取頻度の高さは，食
事の質の低さと関連していた。 

身長，体重 う蝕数 制限食品  睡眠時間，歯
磨き頻度，身
体活動量 

家族構成 教育歴   日本の幼児は遊離糖からのエネルギー摂
取割合が1日の総エネルギー摂取量の約
5％未満と比較的低く，う蝕の増加との関連
は検出されなかった。一方，5%以上の摂取
は，う蝕の発生件数の増加と関連してい
た。 
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筆頭著者，年 目的 調査方法  対象者の特徴      

   対象者  回答者 エネルギー・栄養素
摂取量 

 食品・食事摂取状況 

   年齢 属性・人数 男性％  授乳 離乳食 食事 
（完了期～6歳） 

Tanaka K， 

2010 

乳製品の摂取と幼児のう蝕有病率
との関連を検討する。 

質問紙 3歳 Fukuoka Child 
Health Study対象
者2058名 

52.9% 保護者 小児用簡易型自記
式食事歴法質問票 

  間食頻度 

Nakatsuka 
H， 2014 

日本標準食品成分表2010年版は，
ヨウ素含有量が不完全であるため，
就学前幼児のヨウ素摂取量を把握
するために調査を実施した。 

陰膳法 3～6歳 宮城県15幼稚園の
296人 

54.1% 母親 陰膳法    

Nakatsuka 
H， 

2013 

日本人の3ー6歳児のミネラ ル
（カルシウム，銅，鉄，カリウム，マ
グネシウム，マンガ ン，ナトリウ
ム，リン，亜鉛）摂取量について，
食品成分表を活用した推定値と機
器による測定値を比較し，食品成
分表の妥当性を評価する。 

陰膳法 3～6歳 宮城県の未就学児
292名 

53.8% 保護者 陰膳法    

Sugiyama 
T， 

2009 

3歳から5歳の日本人小児における
リンの一日平均摂取量が過剰であ
るかどうか，およびリンの摂取量と
様ーな食 品・飲料との関係を明
らかにする。 

陰膳法 3～5歳 三重県の保育所に
通う各年齢層男女
15名ずつ90名 

50.0% 保護者 陰膳法（３日間 
（夏・秋・冬に各１
日）） 

   

Murakami 
T， 

2009 

低フッ素濃度地域に居住する就学
前児童を対象に，食事性フッ化物
摂取量に対する特定の飲食物の相
対的寄与を推定する。 

陰膳法 3～5歳 水道水フロリ 

デーションが0.16 
㎎ F/l未満の地域
に居住する94名 

記載なし 保護者 陰膳法（3日間）    

Shibata T， 

2008 

健康や歯の形成に影響を及ぼす
可能性のあるカルシウム，マグネ
シウムの摂取量 と，生活習慣
病に影響を及ぼす可能性のあるカ
リウム，ナトリウムの摂取量を評価
す る。 

陰膳法 3～5歳 三重県の保育所に
通う各年齢層男女
15名ずつ90名 

50.0% 保護者 陰膳法（3日間）    

恒石美登
里，2005 

保育園の給食が乳幼児の栄養摂
取にいかに貢献しているかを陰膳
法で調査し，現代における学校給
食の意義を検討する。 

陰膳法 1～6歳 宮崎県内の保育園
に在籍する28名 

50.0% 保護者 陰膳法（連続する 8
月と2月，各ー3日間） 

   

Takada T， 

2018 

3歳児と母親の塩分摂取量の関連
を調査した。 

質問紙・面接 3歳（41.7 

±0.7か 

月） 

福島県白河市の 3
歳児健診参加者と
母親641組 

52.0% 母親 尿中ナトリウム排泄
量測定（スポット尿の
採取，食塩およびク
レアチニンクリアラン
ス） 

   

杉浦令子， 

2007 

1984年から2002年までの幼児の生
活習慣病リスクに関する健康状態，
食物・栄養摂取の経年変化を併せ
て多角的に検討し，特に肥満と血清
脂質値の横断的データを中心に検
討した。 

質問紙（事後
指導が必要
な者のみ面
接） 

4〜6歳 小児生活習慣病予
防健診に参加した
5,001名 

50.6% 保護者 14種類（卵類，乳類，
肉類，魚類，豆類，野
菜類，果物類，主食
類，イモ類，砂糖類，
菓子飲料類，油脂
類，塩分）の食品群
の1日平均摂取頻度
を数量化して算出 

  14種類の食品群の 

1日平均摂取頻度 
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アセスメント方法・内容 

健康状態 食物アレ 

 

 

生活習慣 社会経済状 

 

 

保護者の状況 保護者の意識 

 

 

その他 

主な結果 

身体計
測値 

その他健康指標 ルギー 食関連 その他 況 

う蝕 歯磨き頻 
度，フッ化
物の使用 

両親の教育歴，妊
娠中の母親の喫
煙，家庭内喫煙 

ヨーグルトの高摂取が幼児のう蝕有病率を
低下させる可能性が示唆された。 

 

 
未就学児のヨウ素摂取量は，成人人口
のレベルに匹敵した。 

 

 

 

・食品成分表に基づくエネルギー摂取量は
3ー6歳の日本人の食事摂取基準をほぼ満
たしていた。 
・食品成分表を活用した推定値と機器によ
る測定値の比較において，推定値が過大
評価される栄養素が 

あった。 

 

  
体重（毎
月測定） 

・一日のリンの摂取量は，牛乳および乳製
品，肉類，豆類・豆製品，緑黄色野菜，淡
色野菜，果物，糖類，牛乳の摂取量と有
意な正の相関を示した。 
・米国の食事摂取基準に基づいて評価した
ところ，いずれの幼児も最大摂取量は耐容
上限量を超えていなかったが，対象者の
4.4％は推定平均必要量（EAR）を満たして
いなかった。 

 
体重（毎
月測定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
身長，体重 

 
日本人小児における食事性フッ化物摂取量
は，お茶を除く飲料の寄与が小さいことが
示唆された。 

 

 
カルシウムは，ほとんどの就学前児童の摂
取量が目安量（AI）を満たしていなかった。マ
グネシウムは13.3％が推定平均必要量
（EAR）を下回っていたが，カリウムはAIを満
たしていた。ナトリウム摂取量は，就学前児
童の4分の1が暫定的な目標量を超えてい
た。 

・2歳児を除き，年齢が高くなるほど全食品
量，たんぱく質量，脂肪，灰分，炭水化物，
エネルギー量が増加した。 
・8月と2月の栄養摂取量は全食品 量，灰
分，水分，炭水化物では8月で多く，たんぱく
質，脂肪は2月で多 
かった。 
・給食のある日とない日では，ある日で全食
品量，たんぱく質，脂肪，灰 分，水分，エ
ネルギー量が多かった。 

  
身長，体 社会的・身体的・ ほぼ毎日お 睡眠習慣 世帯状況 年齢，身長，体 主な養育 子どもの平均食塩摂取量は4.5±2.8 

重，頭 
囲，胸囲 

精神的発達状況，歯
科健診 

菓子を食べ
る、1日に2 

（祖父母の同
居，兄 

重，喫煙歴，飲酒
習慣，勤務状 

者，食事準 gであった。母親の食塩摂取量1 gの備担当
者，  増 加は子どもの塩摂取量0.14 g 

 

 
身長，体重 

 

 
血清総コレステロ
ール 

回以上間食す
る 

弟） 

 
幼児の生活習
慣（詳細不明） 

況，生活習慣
病，スポット尿 

 

 
母親の食意識（詳細
不明） 

日中の保
育先 

（95％CI， 0.07-0.22）の増加と関連してい
た。 

肥満出現率は，ほぼ5%から15%の間で上
昇，低下を繰り返した。肥満を誘発する食
品は，肉類，魚類，砂糖類，油脂類，乳類，
菓子飲料類で あった。 
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筆頭著者，年 目的 調査方法  対象者の特徴      

   対象者  回答者 エネルギー・栄養素
摂取量 

 食品・食事摂取状況 

   年齢 属性・人数 男性％  授乳 離乳食 食事 
（完了期～6歳） 

大木 薫， 

2003 

幼児の肥満の出現にどのよ うな
要因が関与しているのかを幼児の
食生活・食行動の面から検討し，母
親の食意識・食行動との関連性に
ついて 
検討する。 

質問紙 4，5歳児 Y市の幼児健康診
断を受診した保育
所（園）児 175名，
幼稚園児70名 

48.6% 保護者 14食品群別の摂取頻
度とポーションサイズ
（1日当たりの平均摂
取量の概量） 

   

 

 

 

 

 アセス メント方法・ 内容     主な結果 

 健康状態 食物アレ
ルギー 

生活習慣 社会経済状況 保護者の状況 保護者の意識 その他 

身体 
計測値 

その他健康指標 食関連 その他    

身長，体重 血清総コレステ 
ロール値，血清 
HDL-コレステロール
値，最高血圧，最低
血圧，体調 

 朝食・給食・夕
食の有 無，
夕食の時刻，
夕食後さらに
食べる，食事
時の様子 

起床・就寝時
刻 ， 通 園 方
法，帰宅後の
遊び，遊びの
相手 

  間食の選択者・量・時
間・選択時の注意点，
調理の好き嫌い，レト
ルト食品・総菜・外食の
利用状況，食事の与え
方，栄養成分表示に関
する関心，子供の体重
や肥満に関する関心，
授乳・離乳期の行動（授
乳の時間，離乳食の準
備方法・与えていた人・
量） 

肥満の子どもは26例。子どもの食事の様子
では「だらだら食い」「早食い」という食べ方
に肥満の有無による違いがみられた。肥満
群の方が母親 から見た食べ方が早かっ
た.。母親の食意識に関する個ーの要因は，
子どもの肥満との間に関連を示さなかっ
た。母親の食意識や食行動に関す る回
答を変数として主成分分析を行い，「食事の
与え方」，「栄養表示への関心」，「食事の減
量及び低カロ リー重視」，「外食・中食
の利用」を抽出した。 
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表3．日本人乳幼児を対象とし，食品や食品群の摂取状況（表2対象研究を除く）あるいは部分的な食事内容を把握した先行研究一覧 

筆頭著者，年 目的 調査方法  対象者の特徴    

    対象者  回答者 食品・食事摂取状況 

   年齢 属性・人数 男性％ 授乳 離乳食 食事 
（完了期～6歳） 

Ajmal A， 

2022 

行動問題の行動関連予
測因子として， 1ー6歳
児の食物摂取頻度を6
年間 に わ た り 評価す
る。 

質問紙 1～6歳 「幸福と健康
長寿のための
コミュニティ・
エンパワメント
とケア」 
（CEC）コホ
ートに参加し
た124名 

54.0% 母親  ・1週間あたりの食品を食
べる頻度 
→葉物野菜，淡色野菜，
果物，大豆・大豆製品，牛
乳および乳製品，卵，魚・
海藻類 
→4段階尺度（1＝ほとん
ど食べない，2＝週に1-2
回，3＝週に3-4回，4＝ほ
ぼ毎日）で質問 

Tada Y， 

2022 

COVID-19パンデ 
ミックによる就学前児の
食事時刻の規則性への
影響を明らかにし，パン
デミック時に食事時刻の
規則性を維持したこと
が，生活習慣や食事バ
ランスと関連するか明ら
かにする。 

Web 2～6歳 2ー6歳児に食
事を提供して
いる者 2,000
名 

55.2% 保護者  ・穀物，魚，肉，卵，大豆・
大豆製品，野菜，果物，牛
乳・乳製品，無糖飲料，甘
味飲料，菓子，インスタント
ラーメン・カップ麺，ファスト
フードの摂取頻度からヘ
ルシーダイエットスコア
(HDS)を算出) 

Ishikawa 
M， 2022 

就学前児童の食生活の
多様性と，親の食事に関
するケア行動（食品・間
食の内容，食事時間の
習 慣，親子のコミュニ
ケーション）との関係を
明らかにする。 

質問紙 2～6歳 平成27年度乳
幼児栄養調査
の 対 象 者
2,143名 

記載なし 保護者  8食品群（穀類，魚類，肉
類，卵，大豆・大豆製品，
野菜，果物，牛乳），加工
食品の摂取状況4項目（甘
味飲 
料，菓子類，即席麺，ファ
ストフード）の摂取頻度 

Tani Y， 

2021 

食事の際に野菜を最初
に食べるという行動と子
どもの野菜消費行動お
よびBMIとの関連を検討
す る。 

質問紙 3～5歳 認可保育園に
在 籍 す る 
7,402名 

51.3% 保護者  ・野菜を食べる頻度 

・食べた野菜の種類数 

大塚恵美
子， 

2021 

幼児の朝食摂取状況
や生活実態， 保護者
の食意識と幼児の食
生活の関連の変化に
ついて検討する。 

質問紙 3～6歳 A市の幼稚園
と保育園の幼
児とその保護
者 387名
（2001 
年） 
381名 

（2017年) 

記載なし 保護者  朝食内容（牛乳，みそ汁，
卵，ヨーグルト，納豆，その
他），朝食の料理の組み合
わせ 
（主食+汁物，主食のみ，
主食＋汁物+主菜など） 

Okubo H， 

2020 

2015年の乳幼児栄養調
査(NNSPC)の回答に関
連する回答率と社会人
口統計学的要因を生活
実態調査(CSLC)とリンク
させることによって検討
する。 

質問紙 0～5歳 平成27年度乳

幼児栄養調査

の対象者で社

会人口統計学

的要因を生活

実態調査にも

対象者として

回答した者

3,426名 

51.1% 保護者  8食品群（穀類，魚類，肉
類，卵，大豆・大豆製品，
野菜，果物，牛乳），加工
食品の摂取状況4項目（甘
味飲 
料，菓子類，即席麺，ファ
ストフード）の摂取頻度 
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 アセ スメント方法・ 内容      主な結果 

健康状態 食物アレルギ
ー 

生活習慣 社会経済状況 保護者の状況 保護者の意識 その他  

身体計測値 その他健康指

標 

食関連 その他   

        睡眠状況       ・SDQ(日本語版)で

子どもの行動問題

を評価(行動問題・

情動症状・多動/不

注意・仲間関係の

問題・向社会的行

動)，母親のストレ

ス，父親のサポー

ト，親子の交流 

・葉物野菜と淡色野菜の摂取量が多い

と，行為問題および向社会的行動問題

のオッズが有意に低下した 

・果物，牛乳，小魚，卵，大豆，海藻と

SDQとの関連は認められなかった 

身長，体重     共食状況，外食頻度，

間食頻度，朝食摂取

頻度，など現在の食習

慣およびCOVID-19の

流行による変化の有

無 

平日および週

末の起床・就寝

時刻，身体活

動の頻度，時

間，スクリーン

タイム，排便頻

度 

経済的なゆと

り，時間的なゆ

とり 

・回答者の年齢 

・居住都道府県 

・就業形態 

  日中の主な保育

先，主な調理担当

者，主な子どもの

世話の担当者 

・食事時刻が規則正しい子どもは，

HDS得点が高く，起床・就寝時刻が早

く，間食が少なく，毎日朝食を摂食する

等の生活習慣が良好であった。 

・パンデミック時に食事時刻が規則的

になった群でHDSが改善した者が多か

った。 

身長と体重 ・肥満度 

・虫歯の有無 

・食物アレルギ

ーの有無 

・共食状況 ・子どもが日中

過ごす場所 

・テレビ・ビデ

オ・ゲームの使

用時間 

主観的経済状

況 

母親の年齢 

，現在の就業状

況 

・世帯構成 

・余暇時間 

子どもの食事で

気をつけている

事項 

  ・子どもの食事に関する親の配慮行動

は，子どもの食品多様性スコア（FDS）

と最も強く関連した 

。 

・高食品多様性群と最も強く関連する

要因は，食品の栄養バランス，おやつ

の内容，規則正しい食事時間であっ

た。 

身長と体重     ・野菜を食べる意欲   ・家庭の経済状

況（高，中，低，

不明） 

・保護者の年齢 ・保護者の栄養

知識（野菜の摂

取の目標量を知

っている，知らな

い） 

  ・野菜を最初に食べる子どもの割合が

多い保育園に在籍する子どもは，野菜

を最初に食べる子どもの割合が少ない

保育園に在籍する子どもに比べ，野菜

料理を食べる頻度が高く，野菜を食べ

る意欲が高く，野菜の種類も多かった

が，BMIと関連しなかった。 

・個人レベルの要因では，女子であるこ

と，年齢が高いこと，世帯の経済状態

が高いこと，40歳未満の養育者がいる

こと，1日の野菜の推奨摂取量を知って

いる養育者がいることが，子どもの野

菜摂取に関するよりよい食行動と関連

していた。 

・野菜料理を食べる頻度は，経済的地

位の高い家庭の方が中位の家庭よりも

高かった。 

      朝食摂取頻度，朝食

摂取の規則性，共食

状況 

起床・就寝時刻

の規則性，目

覚め，睡眠時

間 

兄弟姉妹の有

無 

年代 子どもの朝食に

ついて重視する

こと，朝食以外

の食事で重視す

ること，栄養面

への配慮，食事

改善の意思，子

どもの食事に関

する問題，食生

活評価 

  ・2017年の調査では， 幼児の生活規

則性はより高くなり， 98%の幼児が毎

朝朝食を摂取していて， 幼児における

朝食の食事形態は多様化していた。 

・ 保護者の食生活評価は高く， 改善

意欲も高かった.。 

・ 保護者の食事意識のグループ分け

では「食生活健全グループ」に分類さ

れた保護者の割合が増加していた.。 

身長と体重 ・肥満度 

・虫歯の有無 

・食物アレルギ

ーの有無 

    ・子どもが日中

過ごす場所 

・共食状況 

・テレビ・ビデ

オ・ゲームの使

用時間 

・主観的経済状

況 

・世帯総年収 

・母親の年齢 

・母親の現在の

就業状況 

・世帯構成 

・余暇時間 

・労働形態 

・学歴 

  ・CSLCに参加した5，343名の子どもの

うち，3，426名がNNSPCに参加してい

た。 

・回答率と関連する変数は，小規模都

市に住んでいること，子どもの数が多

いこと，三世代家族構造であること，母

親の年齢が高いこと，母親が非労働者

であることであった。 
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筆頭著者，年 目的 調査方法  対象者の特徴    

    対象者  回答者 食品・食事摂取状況 

   年齢 属性・人数 男性％ 授乳 離乳食 食事 
（完了期～6歳） 

鎌田由香， 

2020 

保護者の経済状況と乳
児の未処理う蝕との関
連とその要因について
検討する。 

質問紙 4歳6か月～ 

5歳8か月 

仙台市内で調
査に参加協力
が偉得た認可
保育園に在籍
する園児で不
備がない 
1,948名 

50.5% 保護者  穀類，魚，肉，卵，大豆・大
豆製品，野菜，果物，牛
乳・乳製品，甘くない飲
料，甘味飲料，甘味食品，
インスタント麺，ファストフ
ードの摂取頻度 

Ishikawa 
M， 2019 

保護者の調理行為 
（子供と一緒に食事を
作るなど）と食事に関す
る不安の関係を検討す
る 

質問紙 2～6歳 平成27年度乳
幼児栄養調査
の 対 象 者
2,237名 

記載なし 保護者  8食品群（穀類，魚類，肉
類，卵，大豆・大豆製品，
野菜，果物，牛乳），加工
食品の摂取状況4項目（甘
味飲 
料，菓子類，即席麺，ファ
ストフード）の摂取頻度 

四元 みか， 

2018 

乳幼児の咀嚼機能の発
達支援のための保健指
導で役立てられる固形
食移行期の食品摂取の
指標を作成する。 

質問紙 ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ7か
月，終了時3
歳 

鹿児島県内の
ある自治体の
平成21年出生
児 1,232名 

52.4% 保護者 20食品（おかゆ，うどん 
2cm刻み，ほうれん草1cm刻
み，普通ご飯，肉だんご 
/ハンバーグ，りんご薄切り，大
根煮物3cm大，じゃがいも煮物
3cm大，耳付き食パン，ハム/ベ
ーコン， きゅうりスティック，肉
薄切り3cm以上，ほうれん草 
3cm以上，きゃべつ炒め 
3cm以上，肉ソテー/ステー
キ，生キャベツ千切 
り，ごぼう煮物3cm大，りんご4
分の1，おつまみ用いかの足，
長ネギ煮3cm以 上）について，
5択（食べられる・しゃぶって遊
ぶ・よく口から出す・あげたが食
べない・まだあげていない）で回
答 

 

田中 秀吉 

2017 

幼児の食習慣や生活
習慣と，母親の食意識
や食事内容，調理時間
との関連について検討
する。 

質問紙 3～5歳児 
（平均4.8± 1.0
歳） 

幼稚園児 
218名 

記載なし 母親  朝食の摂取状況（摂取頻
度，主食（ご飯，食パン，
菓子パン，）・おかず（卵料
理，食肉製品，魚介類，大
豆製品，みそ汁，スープ，
乳製品，果物，なし）の内
容） 

大山 牧子， 

2017 

極低出生体重児におけ
る離乳食の開始，確立
について養育者の視点
から実態を調査する。 

面接法 A)修正年齢 1
歳6か月 B)
暦年3～3歳半
に達した極低
出生体重児 

こども医療セ

ンター新生児

外来でフォロ

ーアップ中の

超低出生体重

児 A）12名，

B） 16名 

記載なし 保護者 A）離乳食の開始時期と内容，
離乳食初期・中期・後期の時期
と内容，食事に関連する問題点
と対処 

B）食事内容，食事行動，
大人の食事からの取り分
けになった修正月齢および
きっかけ 
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 アセ スメント方法・ 内容      主な結果 

健康状態 食物アレルギ
ー 

生活習慣 社会経済状況 保護者の状況 保護者の意識 その他  

身体計測値 その他健康指

標 

食関連 その他   

  う歯状況   ・平日の朝食の摂取状

況 

・平日の起床時

刻 

・主観的経済的

暮らし向き 

・同居家族の続

柄・平日の朝食

の摂取状況 

    ・経済状況は，「全くゆとりがない」と回

答した者は8.4%であった・未処理う蝕に

影響を与える因子は，遅い起床時刻・

遅い就寝時刻，幼児と保護者朝食欠食

あり，「甘い食品や飲料，インスタント食

品が多い」食事パターンであった。 

身長と体重 ・肥満度 

・虫歯の有無 

・食物アレルギ

ーの有無 

    ・子どもが日中

過ごす場所 

・共食状況 

・テレビ・ビデ

オ・ゲームの使

用時間 

・主観的経済状

況 

・母親の年齢 

・母親の現在の

就業状況 

・世帯構成 

・余暇時間 

・子どもと一緒に調

理をしているか 

・子どもの毎日の

食生活に対する親

の不安事項 

・「偏食」「食事中に食べ物や調理器具

で遊ぶ」群は，「一緒に料理する」群の

割合が低く，「食べ過ぎる」群について

は，「一緒に料理する」群の割合が高

かった。 

・魚，大豆・大豆製品，野菜，牛乳の摂

取頻度は，「一緒に料理する」群の方

が「一緒に料理しない」群より高かっ

た。 

・「一緒に料理する」群の子どもは，「一

緒に料理しない」群の者に比べ，有意

に多くの種類の食品を摂取していた。 

                出生時体重，哺乳

方法，出生順位 

摂取食品数は3歳6ヵ月で17.7に達し，

出生時体重，咀乳様式との間に関連は

なく，出生順位との間に認められた。 

      欠食の有無   兄弟姉妹の有

無，祖父母の

同居 

年代，身長，体

重，健康状態が

良好か，適正体

重の認知，欠食

の有無，朝食の

調理時間，食物

摂取頻度調査

（FFQｇ），朝食

の主食・おかず

の内容，サプリ

メント摂取の有

無 

生活習慣・食習

慣で問題と感じ

ていること 

  調理時間を多く費やしている家庭の方

が，亜鉛，ビタミンB1，菓子類，緑黄色

野菜をより多く摂取していた。 

出生体重               在胎週数 A)固形食の開始時期，モグモグ食べ，

手づかみ食べはそれぞれ修正で4-11

か月，6-13か月，7-19か月。乳汁以外

の水分摂取をしていなかった例が半数

あった。食事への興味があまりなかっ

たのは1名で，他はとてもあった。 

B)「食事中に立つ・走る」が1名を除く全

員によくみられたが，1名を除く全員が

食事への興味があった。「食事を吐く，

飲み込まない」児はいなかった。 
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筆頭著者，年 目的 調査方法  対象者の特徴     

    対象者  回答者  食品・食事摂取状況 

   年齢 属性・人数 男性％  授乳 離乳食 食事 
（完了期～6歳） 

Ide M， 

2016 

唾液中の免疫グロ ブリ
ンA（IGA），ラクトフェリン
およびリゾ チームの流
量，および子供の属性と
生活習慣要因との関連
性を調べた。 

質問紙・面接 3～14歳 神奈川歯科大
学病院の小児
歯科を受診し
た90名 

48.9% 保護者   肉類，野菜類，乳製品，
果物，ヨーグルトの摂取
頻度 

Sato Y， 

2016 

幼児のサプリメント使用
に関連する要因を明ら
かにするために全国調
査を実施した。 

Web サプリメント使
用者3.6 
±1.6歳，非使
用者2.9 

±1.6歳 

調査会社にパ
ネル登録した
20〜40歳の母
親 2,058名 

51.9% 母親   野菜，肉，魚，乳製品の摂
取頻度 

Okubo H， 

2016 

日本人幼児の授乳期
間，離乳食開始 時期
が後の果物・野菜摂取
量と関連するか検討し
た。 

質問紙 追跡時16～ 
24か月 

出生コホート
研究（大阪府
母子保健調査 

（OMCHS)） 
参加者763名 

52.8% 母親 授乳期間 開始時期 21食品の摂取頻度 
（穀類，肉，魚，卵，野菜，
果物，ヨーグルト，お茶，
100％果汁 
ジュース，加糖果汁飲料，
その他の清涼飲料水，プ
リン・ゼリー，チョコレート，
クッキーなど，8段階（1か
月に1回未満ー1日2回以 

上）） 

藤谷朝実， 

2016 

機能性便秘の頻度並
びに便秘と生活時間や
食習慣の関連性を検
証する。 

質問紙 3～9歳 排便習慣が確
立していると
考えられる保
育 園，幼
稚 
園，小学校に
通う643名 

54.7% 保護者   牛乳・水分の摂取量，朝食
と夕食の主食・主菜・副菜
の摂取状況，昼食の形態
（給食・弁当・その他） 

Nakayama Y， 
2015 

日本人幼児における夜
間授乳，スナック習慣，
その他のリスク要因とう
蝕の関連を調査する。 

質問紙・面接 18〜23か月 北海道胆振市
で1歳半健診
時の歯科検診
を受けた1,675
名 

記載なし 保護者 夜間授乳 

（有無） 

 間食内容（果物あるいは
野菜，チーズあるいはヨー
グルト，スナック菓子，アイ
スクリーム，キャンディ，チ
ョコレート，砂糖入りガム，
シュガーレスガム，プリン
かゼリー，せんべい，パ
ン，ケーキ，クッ 
キーのうち，週に4回以上
摂取するもの），飲料（牛
乳，お茶，水，イオン飲料，
ジュー 
ス，ソーダ，乳酸菌飲料
のうち，週4回以上摂取す
るもの） 

Okubo H， 

2014 

日本人母子における16
ー24か月児の食事パタ
ーンと母親の社会経済
的および生活様式要因
との関連について検討
する。 

質問紙 16～24か月 大阪母子保健
研究に参加し
た母子 758組 

53.0% 保護者 授乳期間 離乳開始時期 15食品（主食，肉，魚，
卵，野菜，果物， 
ヨーグルト，緑茶・ウーロン
茶，100％果物 
ジュース，糖分入り果物ジ
ュース，その他の加糖飲
料，プリン・ゼ リー，チョ
コレート，クッキー，米菓）
の摂取頻度 
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健康状態 

アセスメント方法・内容 

食物アレル 

 

 

生活習慣 社会経済状 保護者の状 

 

 

保護者の意 

 

 

その他 

主な結果 

身体計測値 そ の他健康 

指標 

身長，体重 唾液中免疫 
グロブリン A，
ラクトフェリン，
リゾ チー
ム 

ギー 食関連 その他 況 況 識 

 

好き嫌いの有無 睡眠時間， 

運動頻度 

 

 
子供の唾液中のIGA流量は年齢と身
長と体重の増加に伴う免疫機能の発
達状態に対応した。睡眠とラクトフェリ
ン流量も関連した。 

 

  
朝食欠食頻度，外 排便頻度，食頻
度，調理済み 起床・就寝食品/冷
凍食品に 時 刻，元気 

世帯年収 年齢，教育 
歴，就業状
況，喫煙 

主観的食事関
連QOL，食関連
情報の 

子供の8.0％が栄養補助食品を使用し
ており，「毎朝元気に立ち上がる」頻度
が低く，朝食を欠食 

よる食事頻度 に遊ぶか， 歴，飲酒習 利用状況，食 し，頻繁に外食し，サプリメントを 

元気に起き 慣，サプリメ  事 準備に十 使用している母親が多かった。 

るか ント利用， 

朝食欠食 

分時間をかけて
いる，献立で気
を付けているこ
と（栄 養バラン
ス，量，食事時
刻の規則性，  
テーブルマ  ナ
ー，楽しく食べて
いる，一緒に調
理する） 

 

  
身長，体重 世帯年収 母親の年 

齢，身長，体
重，教育歴，
雇用状況，母
親の食事歴 
（DHQ)，砂糖
添加飲料の摂
取状 況，喫
煙状況 

出生時体重，出
生順位 

6か月以上の母乳育児は幼児期の低
野菜摂取のリスク低下と関連した。 

  
便秘治療の有
無，便を漏ら
す経験の有
無，排便を我
慢するか，排
便時の痛み，
便性，大きな
便が出る経験
の有無 

食事時刻 起床時刻，就
寝時刻，排便
頻度，排便時
刻 

全体の14.6％が機能性便秘であっ
た。機能性便秘群と排便障害なし群
の2群間で排便状況，生活リズム，食
習慣を比較した結果，「起床時間が遅
い・決まっていない」「排便時間が決ま
っていない」「朝食で主菜を摂取してい
る」「朝食の主食がご飯ではない」「夕
食に副菜を摂取していない」の5項目
で便秘の出現頻度が高かった。 

  
間食時刻 フッ素歯磨き

の使用，仕上
げ磨き頻度 

喫煙状況 う蝕 夜間授乳とスナック習慣がう蝕の罹
患と関連した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
家族形態，兄
弟姉妹数 

子どもにスクリ
ーンタイムを許
可している時間 

・クラスター分析により，「野菜・果物・高
たんぱく質食品」食事パターン（n＝
483）と「菓子・嗜好飲料」食事パターン
（ｎ＝275）に分かれた。 
・母親の学歴が高いほど，子どもは好
ましい食事をしており，逆に，子どもに
兄弟がいると，「菓子・嗜好飲料」食事
パターンとなりやすい。 
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筆頭著者，年 目的 調査方法  対象者の特徴     

    対象者  回答者  食品・食事摂取状況  

   年齢 属性・人数 男性％  授乳 離乳食 食事 
（完了期～6歳） 

曽我部夏
子， 

2014 

1 歳2 か月児における
母乳やミルクの摂取状
況と食生活状況との関
連について検討する。 

質問紙 1歳1～3か月 1 歳2 か月
児歯科健診を
受診した1歳1
ー3 か月の幼
児 502名 

49.8% 保護者 母 乳 ， ミ ル
ク，牛乳の摂
取状況 
（摂取の有
無，摂取 
回数，摂取時
間帯） 

おかずの固さの目安  

Akimitsu 
O， 2013 

日本人幼児におけるド
ーパミン前駆体としての
チロシンと フェニルアラ
ニンの朝食時の摂取量，
およびメンタルヘルスス
コアの関連を調べた。 

質問紙 2〜5歳 高知市立保育
園10園の 775
名 

48.5% 保護者  朝食で日常的に摂取する
食品（米，パン，麺，ポテ
ト，シリアル，卵，納豆，豆
腐，豆 乳，みそ汁，肉，
加工肉，魚，干物，海藻， 
牛乳，乳製品，乳酸菌飲
料，緑黄色野菜，その他の
野菜，100％野菜ジュー
ス，果物， 100％果物ジュ
ース， 

100％野菜・果物 
ジュース，コーヒー， ウ
ーロン茶，緑茶，その他の
ジュース，栄養補助食品 

Tanaka K， 

2013 

乳児の摂食習慣と乳歯
う蝕（ECC）の発生との関
連を前向きに検討する
（前向きコホート研究）。 

質問紙 ①妊娠中， 
②生後2～9か
月，③16 

～24か月， 
④29～39か
月，⑤41～ 49
か月 

大阪母子保健
研究に参加し
た627名のう
ち， 41-50か
月 
時点で乳歯う
蝕のあった
315名 

55.2% 保護者 母乳哺育期
間，牛乳以外
の加藤飲料の
哺乳瓶使用，
就寝前の哺乳
瓶での哺乳 

固形物（離乳食）開始時期  

松添 直隆， 

2012 

4・5歳児保護者におけ
る食の情報源，食行動，
食育活動の現状を明ら
かにすることを目的とし
た。 

質問紙 3～5歳児 熊本県内の保
育 園 に 通 う
849名 

記載なし 保護者  朝食内容（主食＋2 
品，主食＋1品，主食の
み，主食以外（菓子 
パン，果物，飲み物），飲料
水） 

藤元 恭子， 

2012 

幼稚園児の朝食調査に
より近年の食育の効果
を検討する。 

質問紙 3～5歳児 幼稚園児 
135名 

記載なし 保護者  1週間の朝食内容（食材・
摂取量）を記録 

古閑美奈
子，2012 

5歳児健診時に肥満でな
かった児が小学校4年生
時点で肥満になる要因
を食習慣を中心に検討
する。 

質問紙 5歳（→小学 

4年生） 

1991年4月 

～2000年3 
月で出生した
児のうち5歳児
健診を受診し
肥満でなく，小
学 4年生で身
長・体重を計
測した 1,624
名 

記載なし 保護者  食品摂取頻度（米飯，パ
ン，麺類，芋類， 
卵，牛乳・乳製品，肉類，
魚類，豆類，果 物，海
藻類，油料理， 
汁物，インスタントラーメ
ン，塩味の菓子，甘い菓
子，炭酸飲料，乳酸飲料，
市販のジュース） 

会退 友美， 

2010 

離乳期の間食の実態を
調べ，離乳期の間食内
容と幼児期の間食内容
との関連を順断的に検
討する。 

質問紙（健康
診査の問診
票） 

離乳期：10か
月 

幼児期：3歳 

10ヶ月児と3歳
児の健康診査
両方の問診に
回答した1,313
名 

50.6% 保護者  間食（10ヶ月期：16種類
（アイス，プリン， 
ヨーグルト，ゼリー，スナッ
ク菓子，あめ，ガム，クッキ
ー類など），幼児期20種
類，果物，飲料（お茶，牛
乳，飲むヨーグルト，イオ
ン飲料，ジュースなど） 
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 アセ スメント方法・ 内容      主な結果 

健康状態 食物アレルギ
ー 

生活習慣 社会経済状況 保護者の状況 保護者の意識 その他  

身体計測値 その他健康指

標 

食関連 その他   

 乳歯萌出状況      食事の様子で
気になること，
子どもの食事で
気を付けている
こ 
と，食事作りで
困っていること 

 母乳を飲んでいる者は45.0％， ミルク
は39.8％，牛乳は47.4％であった。子
どもの食事作りで困っていることとし
て，「食べ物の種類が偏る」と回答した
者が，母 乳・ミルク・牛乳の摂取の有
無に限らず，それぞれ40％以上で  
あった。 

   朝食の主食，主 
菜，副菜の摂取頻度，
食事習慣（タイミング・
規則性） 

幼児版朝型 
-夜型スコ
ア，睡眠習
慣，精神的健
康尺度 

    朝食時に摂取したチロシンとフェニルア
ラニンは概日リズムとは関係がなかっ
たが，乳児の精神低健康と関係してい
ることが示唆された。 

出生体重 乳歯萌出月齢   4回目・5回目
調査時の歯磨
き頻 度，
フッ素の使
用，定期的な
歯科受診 

 年齢，妊娠中
の喫煙習慣，
世帯収入，父
母の教育歴 

  長期母乳保育，牛乳以外の加糖飲料
の哺乳瓶使用，生後 6 ヵ月以降の固
形食導入は，う蝕発生ののリスク要因
である可能性が示唆された。 

   共食状況，食事の挨
拶，外食頻度，中食頻
度，朝食摂取頻度，
食事状況 
（偏食，食べるのが
遅い，食が細い，硬
いものを食べない，
その他） 

   保育園の食育の
取り組みを知って
いるか，食の情報
源 

保護者は子育てに関する食の情報源
は，世帯状況に関係なく 
「メディア」に頼る一方で，「保育園」か
らの情報も重要視していた。2世代世
帯の中食および外食の頻度は，3世代
以上世帯よりも有意に高かった。 

        4群点数法の基準点の1/3と比較し，
第1・2群（たんぱく源），第 3群（野菜
等）は多くの園児で不足していたが，
一部，第1・2群や第4群（穀類等）エネ
ルギーに過剰摂取がみられた。 

身長・体重 

（BMI） 

     ・母親の育児態
度（児の要求を
何でもきいてし
まうか） 

・おやつの与え方 ・5歳男児において，インスタントラーメ
ン，塩味の菓子，5歳女児において，炭
酸飲料，市販の 
ジュースの摂取頻度が高いことが4年
生児の肥満と関連していた。 
・5歳児女児において，保護者がおや
つの時間を決めて与えていないことが
4年生児の肥満と関連していた。 

        ・10ヶ月児において「赤ちゃんせんべ
い」と「果物」は70%以上の者が摂取し
ていた。 
・10ヶ月児において菓子あり群ではな
し群に比し，母親の平均年齢が低い，
第二子以降，兄弟姉妹がいる傾向が
見られた。 
・離乳期における菓子類の摂取は幼児
期の間食に影響することが示唆され
た。 
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筆頭著者，年 目的 調査方法  対象者の特徴     

    対象者  回答者  食品・食事摂取状況 

   年齢 属性・人数 男性％  授乳 離乳食 食事 
（完了期～6歳） 

青柳領， 

2010 

食事調査のデータに項
目応答理論の展開法モ
デルを用いて，幼児の
食嗜好に対する態度を
測定する尺度を作成 
し，食生活との関連を検
討する。 

質問紙 3～6歳 市内３幼稚園
園児288名 

記載なし 保護者   1週間の間食・夜食回数，
間食・夜食の量 
（程度を5段階で回 
答），朝食・夕食の量 
（お茶碗に換算して5段
階で回答） 

Wang H， 

2008 

3歳時における生活習慣
の影響が中学1年生の
QOL（Quality of Life）と
関連するかについて明
らかにする 

質問紙 3歳/中学校 

1年生 

富山出生コホ
ート研究参加
者 7,289名 

50.6% 3歳時：保護者
/ 中 学 校 1 年
生：本人 

  即席めんの摂取頻度 

Sakuma S， 

2007 

う蝕の発生リスクがある 
1.5 歳児を対象とした予
測モデルを構築する。 

質問紙 1.5歳/3歳 静岡県内 21 
市町村に居住
する日本人小
児 5,107 名 

記載なし 保護者   母乳の有無，哺乳瓶の使
用，砂糖入りの飲み物・缶
入りフルーツジュース・甘
い菓子の摂取頻度，間食
回数 

菅原 博子， 

2007 

3歳児と1歳6ヵ月児にお
いて，飲み物に関する
調査を実施 し，変化
の実態を検討した。 

質問紙 ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ1歳
6か月，追跡
時3歳 

1歳6か月時 
884名，3歳児
985名 

記載なし 保護者   牛乳・ジュース・スポーツ飲
料・乳酸菌飲料について，
頻度（毎日，週2ー3回，週
1回程  度，ほとんど飲ま
な 
い）および量（コップ○杯，
○cc） 

中西正尚， 

2005 

授乳方法と口腔機能発
達との関連を検討する。 

質問紙 2～5歳 某育児雑誌の
アンケートに
保護者が一度
回答したこと
がある満期正
常分娩で特に
異常がなく出
生し，現在も
健康な 1,357
名 

記載なし 保護者 出生後3か月
頃までの授乳
方法 
（母乳・混合
乳・人工 
乳），断乳時
期 

離乳開始・終了時期，食べ方 現在の食べ方（よく食べる
か，米飯の摂取杯数，噛
む回数，生活リズムなど18
項目） 

白木まさ
子， 
2005 

肥満児の出現頻 

度，両親および兄姉との

体型の関連性，両親の

体型別肥満児頻度およ

び幼児･両親の体型と

生活習慣等との関連に

ついて検討する。 

質問紙 3～5歳児 19の保育所・
幼稚園に通
う児 742名 

54.6% 保護者   8食品（野菜，果物，大豆・
大豆製品，海藻 類，い
も類，魚介類，肉類，卵）の
摂取頻 度， 
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健康状態 

アセスメント方法・内容 

食物アレル 

 

 

生活習慣 社会経済状 保護者の状 

 

 

保護者の意 

 

 

その他 

主な結果 

身体計測値 そ の他健康 

指標 

ギー 食関連 その他 況 況 

 

朝食・夕食の所要 

識 

 

食嗜好（甘いも 得られた食嗜好項目パラメータ 

時間（分に換算して5
段階で回答），孤食の
回数，食事 

の，脂っこいも
の，塩辛いもの，
インスタン 

は概ね近年問題となっている食嗜好
に対応したものであり，同時に調査さ
れた食生活とも従来 

中のテレビ視聴 ト食品，食物繊 報告されているような関連を示 
（程度を5段階で回答） 維，カルシウ 

ム，肉より魚，野
菜，ジュースや炭
酸飲料について
「ーーはよく食べ
ます か」に二択
回答） 

した。 

  
朝食摂取頻度，食 起床・就寝事の
規則性，間食 時 刻，睡眠 

3歳時：職
業，主な保 

中学校1年生： 
QOL 

就寝時間が遅いこと，起床時間が遅
いこと，睡眠時間が短いこ 

の規則性 時間，身体 育者
活動 

と，身体活動量が少ないこと，幼児期
の朝食抜き，即席めんの頻繁な摂取
は，中学校1年生の QOLを下げるリス
ク因子であった。 

  
萌出歯数， 1.5歳：歯磨 出生順位， 父親の職 子どものむし 保護者の間食 市町村の人口をもとに分けられ 

むし歯の本 きの頻度， 祖父母の同 業 ， 日中の 歯予防をして  回 数・治療が た4つのグループにおいて各グ 

数，埋伏歯数，
表面脱灰歯
数 ， 歯 垢 の
有無， 

歯磨き粉の 居 使
用 

保育者 いるか，好きな
テレビ番組 
（ニュースの選
択の有 
無），フッ素塗布
やフッ素使用に
よるむし歯予防
効果の認知，歯
磨き粉にフッ素
が含まれている
か，デンタルフロ
スや歯間ブラシ
の使用，う蝕予
防のために子ど
もを歯科医院に
連れて行くこと
ができる頻度 

必要なむし歯の
有無 

ループの約30％が高リスク（両検査と
もむし歯の数1本以上）であった。 
高リスク者を従属変数として多変量ロ
ジスティック回帰分析を行ったところ，
3つ以上のグループに共通する変数
は，子どもの砂糖の摂取と授乳方法，
う蝕の経験であった。 

  
のどが渇いたとき主
に何を飲んでいるか，
食事中の飲み物 

排便習慣 お腹を壊しや 
すい，ここ2週間
の間病気にかか
ったか 

1歳6ヵ月児に比較し3歳児で 
は，飲み物摂取に問題のある幼児が増
加し，のどが渇いた時に与える飲み物
について母親の基本的な意識と行動
は，1歳6ヵ月児で固定され，3歳児まで
継続 することが考えられた。 

口の周りの習
慣や癖，言葉
の発達 

子どもの行動・ 離乳食開始時期，離乳食終了性格
 時期，断乳時期ともに授乳方法 

間に差は認められなかった。現在の食
べ方について，18項目 中，そしゃくの
上手下手，前歯で噛みきる食べ物，食
べ物の吐き出し，食べこぼし，食生活
のリズム，食事の自立の6項目におい
て群間の有意差が認められ，いずれ
も母乳哺育群が良好な発達を示して
いた。 

  
身長，体重 健康状態に 

関する症状 

毎日の食事時刻，  間食のとり間食
回数，間食時 方 ， 起床時 

居住地域，住
居様式， 

両親の身
長，体重， 

保護者からみた
食行動，摂 

肥満児の出現頻度は父非肥満・母肥
満と両親肥満がいずれも約 

7項目 刻，よく食べる間 刻，就寝時 家族構成， 父親および 食時の咀嚼の 34%，父肥満・母非肥満21%，両 

食の種類 刻，排便時 母親の就労 母 親の幼児 状態，担任か 親非肥満14%であった。親が肥 

刻，スクリー の有無，兄ンタ
イム（テ  弟 姉妹数レビ視
聴時 
間），遊び場所 

との休日の接
触時間 

らみた摂食時の
咀嚼の状態， 
兄姉（小学生）の
身長，体重 

満の肥満児は，テレビ視聴時間が長
く，外遊びが少なく，大豆製品の摂取
頻度が低く，肉類の摂取頻度が高か
った。また，肥満の母親は子供が肥満
でない場合は，テレビを見ながらお菓
子を食べることや自由にお菓子を取り
出して食べることを制限しない傾向に
あった。 
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筆頭著者，年 目的 調査方法  対象者の特徴     

    対象者  回答者  食品・食事摂取状況  

   年齢 属性・人数 男性％  授乳 離乳食 食事 
（完了期～6歳） 

Sakashita 
R， 

2004 

坂下らによって提唱さ
れたTFP 
（transitional food 
process）尺度を用いて，
日本の乳幼児のミルク
から固形食への移行過
程における基準を確立
する。 

質問紙 0～6歳児 6,727名（全国
から無作為抽
出） 

51.1% 保護者 母乳または哺
乳瓶による授
乳歴，哺乳瓶
の乳首の種類 

20品目の食品を食べられるよう
になったか（未経験・食べてみ
たが，食べられない・ よく吐き
出してしまう・噛んだが飲み込
めなかった・食べることができ
る），離乳食の調理法 

 

Sugimori 
H， 
2004 

3ー6歳までのBMIに影響
を与える環境要因と行動
要因を明らかにする。 

質問紙 3歳/6歳 富山出生コホ
ート研究に参
加した6歳児
8,170 

名 

51.1% 保護者  食事内容（米，パン，牛
乳，ジュース，緑茶，卵，
肉，野菜， 
スープ，果物，スナック菓
子，清涼飲料水，菓子類，
即席めんなど） 

Mizoguchi K，
2003 

1 歳 6 か月時から 3
歳時にかけてのう蝕発
生に関わる要因として，
乳幼児期の家庭環境，
生活習慣，食習慣，歯
科保健 行動について
検討する。 

質問紙 1.5歳/3歳 1 歳 6 か月
児健診におい
てう蝕のなか
った者491名 

54.0% 保護者 母乳の有無，
哺乳瓶の使
用 

甘味飲食頻度，就寝前飲
食頻度，3歳：３食の規則性 

Sakashita 
R， 

2003 

乳幼児と就学前児童の
ミルクから固形食への
移行を評価するため
に，信頼性の高い基準
尺度を開発する。 

質問紙 2か月～46か
月 

470名（全国か
ら 無 作 為 抽
出） 

47.7% 保護者  159食品の食べ方の発達 
（未経験，与えたが食べられな
い，咀嚼した， 
咀嚼したが飲み込めな かっ
た，食べることができた） 

 

土取 洋子， 

2003 

新生児治療を受けた乳
児の健康状況，及び食
生活の実態を把握す
る。 

質問紙 1歳 NICU退院後
の乳児90名 

52.2% 母親 退院時の授乳
方法（母乳・混
合乳・人工
乳），３か月
時・1歳時の母
乳継続 

離乳開始時期，１歳の時に与
えていた食品，食行動の発達 

 

土取 洋子， 

2003 

乳児期の授乳・栄養法，

食物アレルギーの実態

を把握し，小児期におけ

る食物アレルギー発症

のリスクファクターとの関 

連を検討する。 

質問紙 3歳 3歳児健診を
受 診 し た 
633名 

記載なし 母親 新生児期の授
乳方法，完全
母乳継続期
間，母乳を完
全にやめた時
期 

離乳準備開始時期，離乳食（固
形物）開始時期，ベビーフード
の使用，離乳完了の時期 
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 アセ スメント方法・ 内容      主な結果 

健康状態 食物アレルギ
ー 

生活習慣 社会経済状況 保護者の状況 保護者の意識 その他  

身体計測値 その他健康指

標 

食関連 その他   

 消化に関する
問題の有無 

   家族形態，出
生順位 

職業 幼児食に関する
主な情報源 

 20食品の受容度尺度の50パーセンタ
イルの年齢範囲は生後5か月から42か
月までであった。子どもの食品受容性
を高めるための敏感な時期は，6か月
から 2.5歳であった。 

身長・体重   朝食摂取頻度，間食
摂取頻度・規則性 

排便回数，排
便の規則性，
睡眠 
（起床時 
刻，就寝時
刻，睡眠時
間），身体 
活動（運動・外
遊び），スクリ
ーンタイム（テ
レビの視聴時
間） 

  子どもの気質 
（熱中症，かんし
ゃく，競争 
心，社交性，自発
性） 

3歳児と6歳児の体格には男女ともに有
意な相関が認められた。体重過多の関
連要因は，食事 
（米，緑茶，卵，肉は食べるが，パンや
ジュースは少ない），早食い，睡眠時間
の短さ，テレビ視聴時間の長さ，運動
不足，頻回な排便などがあげられる。
睡眠時間が短い，就寝時刻が早い，テ
レビの視聴時間が長い，運動不足，排
便回数が多いことで 

あった。 

カウプ指数 
（身長・体
重） 

萌出歯数，う
蝕の有 
無，歯の汚
れ， 
1.5歳：行動発
達 

アレルギー素
因の有無 

 歯磨き，起
床・就寝時間
の規則性，3
歳：家の中で
遊ぶ 

出生順位，祖
父母の同居 

日中の主な保
育者 

仕上げ歯磨きの
有無， 
3歳：フッ素塗布
回数 

 ・1 歳 6 か月時に母乳摂取を継続し
ていると 1 歳 6 か月時から 
3 歳時にかけてのう蝕発生のリスク
が高まることが示唆された。 
・3歳時で 1 日 3 回以上の甘味飲
食の習慣がある児にう蝕「あり」の割
合が高いことが示唆された。 

  アレルギーや
制限食品の有
無 

      調査対象者の50％が食べることがで
きることを基準に選択した 159食品の
うち20食品を用いて基準尺度を作成で
きることが示された。 

出生体重 病気・けがに
よ る 受 診 頻
度，萌出歯数 

     対象児の特性 
（在胎週数，早産・
正期産，分娩 様
式，単・多胎，入
院日数，症状・治
療，診断名） 

.対象児は全て退院時に母乳を飲み，1
歳時の母乳継続率は 50.0%であった。
摂取食品数と食行動の発達には正の
相関関係があった。 

  離乳食による
湿疹，食物ア
レル ギー
の診断の有
無，アレルギ
ー症状，アレ
ルゲンになっ
た食品，家族
のアレルギー
体質 

  通園の有無 年齢，疲労度 在胎週数，周産
期異常，通園の
有無 

乳幼児期に食事が原因で湿疹が出
たのは5.7%，食物アレルギーと診断
されたのは11.1%で 
あった。食物アレルギーのリスクファク
ターとして「完全母乳哺育でないこと」
「離乳食」「離乳完了時期が早いこと」
「家族のアレルギー既往」「母親の疲労
度が高いこと」などが抽出された。 
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表4．日本人乳幼児を対象とし生活習慣（食習慣を含む・表１および表２の対象研究を除く）を把握した先行研究一覧 

筆頭著者， 

年 

目的 調査方法  対象者の特徴     

   対象者  回答者 健康状態 食物アレルギ
ー    年齢 属性・人数 男性％  身体計測 

値 

その他健 

康指標 

中出美代， 

2020 

保育園児の朝食習慣の実態を
調査し，子どもの生活リズム，な
らびに育児で保護者の負担にな
り得る子どもの体調，精神面の
不調または行動との関連性を検
討する。 

質問紙 4～6歳 保育園15園に
通う園児833
名 

50.1% 母親  子どもの気分
や体調の変化 

 

Watanabe 
E， 2016 

就学前の子供の食事，身体活
動，座位，睡眠行動の肥満関連
行動パター ン，家族環境の影
響を検討する。 

質問紙 3〜6歳 津波市の保
育施設 
（24保育園と
10幼稚園）を
対象とした調
査に参加した 
2114人 

47.0% 保護者 身長，体重   

曽我部夏
子， 
2016 

1歳2 か月児の食生活状況と外
食頻度との関連について検討
する。 

質問紙 1歳1～3か月 1 歳2 か月児
歯科健診を受
診した1 歳1ー
3か月の幼児
502名 

49.8% 保護者    

Sata M， 

2015 

保護者の違いが，子どもの食事
と体格に及ぼす影響を検討し
た。 

質問紙 ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ時 3
歳 

IBACHILコ 
ホート参加者
のうち，3歳児
の調査に参加
した4592人 

52.3% 保護者 身長，体重 
（6，12，22歳
時） 

  

佐野 祥
平，2013 

保育園通園児の生活時間相互
関連性を検討する。 

質問紙 3～6歳 保育園に在
籍 す る 
16075名 

記載なし 保護者    

曽我部 夏
子， 

2012 

1歳2ヵ月児における出生順位と
就寝・起床時刻，食生活状況と
の関連について検討する。 

質問紙 1歳2か月 1 歳2 か月児
歯科健診を受
診1歳2 か月
児歯科健診を
受診した幼児
437名 
（第一子 255
名，第二子
以降 163名） 

記載なし 保護者  乳歯萌出状
況 

 

Niji R， 

2010 

母親の出産時年齢およびその
他の育児習慣が子どもの口腔衛
生に及ぼす影響を明らかにす
る。 

質問紙 １歳半/3歳 １歳半と3歳時
に地域の口腔
保健プログラ
ムに参加した
母子 646組 

記載なし 母親  上顎臼歯部の
頬側から採取
した歯垢試料
（う蝕活動検
査スコア） 

 

村松十和 
2010 

睡眠状況と朝食摂取の 
関連について検討する。 

質問紙 1～6歳 4保育所の 
園児214名 

51.7% 保護者    
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 アセスメント方法・ 内容    主な結果 

生活習慣  社会経済状
況 

保護者の状況 保護者の意識 その他  

食関連 その他     

朝食の摂取頻度，規則性，主食・主

菜・副菜を揃えた食事頻度 

平日および休日の就寝・

起床時刻，概日タイプ度 

  平日の就寝・起床時刻，概

日タイプ度 

    ・朝食習慣の良好さと就寝・起

床時刻，生活リズムに有意な関

連がみられた。 

・朝食習慣の良好な子どもで

は，生活リズムの乱れに伴う困

りごとが少なかった。 

夕食時刻 外遊び時間，スクリーンタ

イム，夜間睡眠時間 

兄弟の有無，祖

父母の有無， 

年齢，身長，体重，母親の

雇用，食事時間の規則性

（規則的，不規則），習慣

的な運動時間（分/週），ス

クリーンタイム 

    子どもの過体重/肥満には，ス

クリーンタイム，夜間の睡眠期

間，家族環境（食事の規則性と

親のスクリーンタイム）が関連し

た。 

外食の頻度，外食時の子どもの食

事，外食時のおかずの調理方法，家

庭での子どものおかずの調理方法 

      普段子どもの食事で気を付

けていること，食事作りで困

っていること 

  子どもとの外食は「月1ー2 回」

が最も多く，「家族の注文した料

理から取り分けたもの」が最も

多かった。 

母乳/混合/ミルク 

間食回数（一日3回以上，2回，1回，0

回），就寝前の間食頻度（毎日，週3ー

5回，週１ー２回，月２ー３回，月1回），

偏食（有無） 

起床・就寝時刻，身体活

動度（保護者が定性的に

非常に活発，活発，あまり

活発でない，活発でない

と推定），主な遊び（外遊

び，室内遊び） 

兄弟姉妹との同

居（有無）， 

父親・母親の仕事形態（正

社員，パート，自営業，農

林水産業，無職，その

他），父親・母親の身長・体

重 

  日中の保育者（母親，祖

父母，保育施設のスタッ

フ），出生時体重， 

3歳で祖父母が世話をすること

は，その後の食習慣，太りす

ぎ，平均BMIの増加に関連して

いた。 

・朝食開始時刻 ・就寝時刻 

・睡眠時間 

・起床時刻 

・通園開始時刻 

        ・就寝時刻は睡眠時間，起床時

刻，朝食開始時刻と正の関連が

あった。 

・起床時刻は，朝食開始時刻，

通園開始時刻と正の関連，朝の

在宅時間と負の関連があった。 

おかずの固さの目安，おかずの味付

け 

起床・就寝時刻，睡眠時

間 

子どもの出生順

位 

      ・「おかずの固さの目安」は「大

人と同じ固さ」と答えた割合が第

二子以降群の方が高かった。 

・調理の味付け(塩味，しょうゆ

味)は「大人用と同じ」と答えた割

合が第二子以降群の方が高か

った。 

間食習慣（規則性），間食頻度   祖父母との同居 年齢，出産時年齢，就業

状況，日中の保育者，上

顎臼歯部の頬側から採取

した歯垢試料（う蝕活動検

査スコア） 

  子どもの口腔衛生習慣，

母親による子どもへの口

腔衛生支援（仕上げ磨き） 

母親の出産年齢，早期う蝕活動

検査得点，間食の頻度が幼児

期のう蝕リスク因子として重要

であることが明らかになった。 

朝食摂取の有無，朝食迄の時間の有

無 

起床・就寝時刻，睡眠不

足の有無，睡眠リズム 

家族構成 年代     起床や就寝の時刻は全年齢で

正相関した。朝食を毎日摂取す

る児は22時以前の就寝群と睡

眠リズム良好群に多かった。 
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筆頭著者， 

年 

目的 調査方法  対象者の特徴     

   対象者  回答者 健康状態 食物アレルギ
ー    年齢 属性・人数 男性％ 身体計測 

値 

その他健 

康指標 

Sato Y， 

2009 

日本の就学前児童の栄養補助
食品の特徴と利用状況を明ら
かにする。 

質問紙 栄養補助食
品の利用 

あり4.38± 

1.0歳，なし 

4.16±1.3 

歳 

幼稚園や保
育所に在籍
する 1，516
名 

記載なし 保護者    

小谷 正
登，2009 

「生活習慣」上ではまず 
「睡眠」が最重要視されなければ
ならないという仮説のもと，可能
な限り生活習慣全般にわたって
アンケート調査を実施した。 

質問紙 0～7歳 A市内の保育
所・幼稚園通
園児 4,168名 

51.3 保護者，保
育者 

   

渋谷 由美
子，2006 

幼児の心身の発達到達度が生
活習慣の形成にどのように関
与しているかを明らかにする。 

質問紙 3歳児・5歳児 岡山市・香川
県の幼稚園と
保育所に通う3
歳児120 
名，5歳児 125
名 

47.8 保護者    

真名子 香
織，2003 

幼児の食欲と生活時間，生活時
間， 共食者， 遊ぶ場所， 健
康状態との関連性について調
べた。 

質問紙 3～5歳児 S市内の私立
幼稚園の園児 
2,145名 

51.0% 保護者    

岩田 幸
子，2003 

3歳児のう蝕の発生に母親の育
児不安がどのように関係してい
るかについて検討する。 

質問紙 3歳 3歳児健診受
診者565組 

記載なし 保護者  ・う歯状況 
（歯科健
診） 
・カリオスタ
ット 

 

加藤 健， 

2003 

市販のベビーフード（BF) 

と離乳食に対する母親の意識を

検討する 

質問紙 5～18か月 2,184名 50.2% 母親    
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 アセスメント方法・ 内容    主な結果 

生活習慣  社会経済状
況 

保護者の状況 保護者の意識 その他  

食関連 その他     

栄養補助食品の利用頻度・形状  兄弟姉妹数，
出生順位，保
育施設，居住
地域 

性別，年代 食事に関する問題の有
無，改善の意思，栄養成分
表示の活用，食事摂取基
準の認知，食事バランスガ
イドの認知，栄養補助食品
の利用頻度，利用しても差
し支えない年齢，子どもの
利用に対する意 見，自
身の子どもに与える可能
性 

栄養補助食品・利用目
的・購入時に記載を見
たか，購入の際に重視
すること，誰かに相談し
たか，使用上の注意の
内容確認，効果を感じ
たか 

栄養補助食品を利用したこと
のある子どもは 15％であっ
た。子どもの利用について親
に関連する要因は，栄養成分
表示を活用する頻度，自身の
サプリメント利用であった。 

食生活の状況（朝食の摂取，食べ
ない理由，食べ物の好き嫌い（あま
りない・少しある・たくさんある），
食 前・食後の言葉（すすんで言
う・促されたら言う・言わない・その
他），夕食時刻，共食状況 

遊びや運動の状 況，
睡眠の状態および生活
リズム（朝方・夜型），余
暇の過ごし方，排便回
数） 

経済的な苦しさ
を感じる時が
あるか， 

  手伝いをさせている，褒
めることと叱ることのど
ちらが多いか，子どもの
ことで気になることがあ
るか 

睡眠高群は，毎日朝食を食べ
る者，好き嫌いがあまりない
者，言葉をすすんでいう者が
多 

かった。 

朝食摂取の有無，朝食時刻，偏
食の有無，残さず食べるか 

就寝時刻，起床時刻，就
寝・起床時刻の規則性，
起床時の機嫌， 

   心身の発達到達度 
（運動，言語，認 知，
社会的），小児行動チェ
ックリスト (CBCL) 

発達到達度の低い幼児では遅
寝遅起きの習慣や恣意的な
食行動が示された。 

朝食の食欲（よく食べる，普通であ
る，あまり食べない，ほとんど食べ
ない），朝食時刻，夕食時刻，共食
者 

（朝食・夕食） 

生活時間（起床時刻，
就寝時刻），遊ぶ場所 

   健康状態（風邪をひき
やすい，顔色が悪い，
疲れやすい，太りやす
い，やせすぎている，た
びたび歯痛・下痢や腹
痛・頭痛を訴える，現在
病気で入院または通院
している） 

朝食の “食欲がない”幼児
は， 就寝時刻， 起床時刻， 
朝食時刻が遅く， 朝食を子
供だけで食べ， 室内遊びが
多い者の割合が高かった。 

・就寝前飲食，甘食摂取，朝食時
食欲，間食回数 

・子どもの食事量，偏食 

  ・日中保育者 

・母親の年齢 

・母親の職業 

・家族形態 

・ソーシャル・サ 

ポート（相談相手，秘密う
ちあけ，家族協力，考え
指示） 

・育児不安（叱りす ぎ，
ゆとり育児，他児比較，煩
わしさ，母親体調） 

児の出生順位 ・構成概念間で直接的効果
が確認されたものは，育児不
安から間食摂取行動に対し
て， 
ソーシャルサポートならびに
子ども特性から育児不安に
対してであった。 
・間食摂取行動はカリオスタッ
ト値に対し有意であったが，う
蝕に対しては認められなかっ 

た。 

BF使用頻度    ・BFをどのような時に使用
するか 
・BFを使用しない理由 
・離乳食作りで注意してい
ること 

 ・BFの使用頻度は離乳の進
行と共に減少し た。 
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表5．国内の乳幼児を対象に行われた食事摂取状況や食習慣に関わる統計調査の内容 

調査名・実施年  食事摂取状況  健康状態 食物アレルギー 

  授乳 離乳食 食事（2歳以上6歳未満） 身体計測値 その他健康指標  

乳幼児栄養
調査 

2015 （1）授乳期の栄養方法（0 
～24か月まで月ごとに回答（母
乳・人工乳・離乳 食））（2）母
乳育児に関する妊娠中の考え
（3）母乳育児に関する出産施設
での支援状況（4）授乳について
困ったこと，母乳育児に関する指
導状況 

（1）離乳食の開始時期・開
始目安と完了時期（2）離乳
食について困ったこと（3）離
乳食について学ぶ機会 

（1）子どもの主要食物の摂取頻
度（13種，毎日2回～まだ食べ
ていない 
（6段階））（2）子どもの間食の与
え方，回数（3）子どもの食事で
特に気をつけていること（4）現
在の子どもの食事について 
困っていること 

出生時の身長・体重，
在胎週数，現在の身
長，体重，出生順位 

（1）子どもの肥満度 
（自己申告による身長・体
重）と保護者の子どもの体
格に関する認識（2）むし歯
の有無・本数，予防行動
（3）排便の状況 

（1）食物アレルギー
の状況 （2）食物アレ
ルギーの対応（受診
状況，食事制限 
等） 

 2005 授乳期の栄養方法，授乳につい
て困ったこと，母乳育児に関する
妊娠中の考えと妊娠中及び出産
後の指導状況，母乳育児に関す
る出産施設での支援状況 

離乳食の開始時期・開始目
安と完了時期，ベビーフード
の使用状 況，離乳食に
ついて 困ったこと 

子どもの離乳食や食事で困っ
ていること 

出生時の身長・体重，
在胎週数，現在の身
長，体重，出生順位 

  

21世紀出生
時縦断調査
（平成 22年
出生児） 

2015    身長・体重，測定日 病院・診療所の受診状
況，発達状況 

 

 2014    身長・体重，測定日 病院・診療所の受診状
況，発達状況 

 

 2013    身長・体重，測定日 病院・診療所の受診状
況，発達状況 

 

 2012    身長・体重（実測ある
いは1.6健診時），測
定日 

病院・診療所の受診状
況，発達状況 

 

 2011    身長・体重（実測ある
いは1.6健診時） 

病院・診療所の受診状
況，発達状況 

 

 2010 母乳・人工乳を与えた期間      
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生活習慣 社会経済状況 保護者の状況 保護者の意識 その他 

（1） 起床時刻・就寝時刻 

（2） 共食の状況（3）朝食習慣（4）
運動と身体活動の頻度・時間，状
況（5）テレビやビデオを見る時間, 
ゲーム機やタブレット等を使用す
る時間 

（1） 社会経済的要因の状況 
（経済的な暮らし向き，生活の中の
時間的なゆとり，総合的な暮らし 
（2）社会経済的要因と乳幼児の栄養
方法 
（3）社会経済的要因と主要食物の
摂取頻度 

母親の生年月日，就業状況，出産後1
年未満の就業状況，保護者の生活習
慣（起床・就寝時刻，朝食習慣） 

子どもの食事で特に気を付けてい
ること，子どもの食 事について困
っていること，子どもの体型評価 

日中の主な保育先，同居家族 

起床時刻・就寝時刻，朝食習慣  保護者の生活体験（調理済み食品やイ
ンスタント食品の摂取状況，子どもと一
緒の外食状況 

子どもの食事で特に気をつけてい
ること，授乳や食事について不安
な時期，家庭での食事や生活を通
して,子どもが健康的な食習慣を身
につけていくことができると思うか，
子どもが健康的な食習慣を身につ
けていくのに取組が必要な機関 

 

起床・就寝時刻，お手伝いの状
況，テレビ視聴時間，ゲーム時
間，テレビの見方 

子育て費用，年収 親の単身赴任状況，お子さんを育てて
よかったと思っていること・負担に思うこ
とや悩み，保護者の起床・就寝時刻，
子どもとの接し方，現在の就業状況，
帰宅時刻，職場で利用した制度，労働
時間，子どもと過ごす時間数（平日・休
日） 

食事時に気を付けていること， 回答者，平日の日中の保育者，
同居家族，増えた兄姉弟妹の出
生年月，家庭で行っている学習，
習い事の状況，遊び場所，遊び
相手，遊びで気にかかること，保
育所等の利用状況 

朝食・夕食の状況（摂取有無，時
刻・規則性，共食状況，食事中の
テレビ視 

聴），昼食・間食の状況 
（有無，時刻・規則性），起床・昼
寝・就寝の時刻と規則性，おねし
ょ，入浴の時刻・規則性，着替え等
の自立状況 

子育て費用，年収 親の単身赴任状況，お子さんを育てて
よかったと思っていること・負担に思うこ
とや悩み，子どもとの接し方，子どもと
過ごす時間数（平日・休日），喫煙習
慣，現在の就業状況，帰宅時刻，職場
で利用した制度，労働時間 

 回答者，平日の日中の保育者，
同居家族，増えた兄姉弟妹の出
生年月，両親と離婚・死別などの
有無，家庭で行っている学習，習
い事の状況，保育所等の利用状
況 

起床時刻・就寝時刻，テレビ視聴
時間，ゲーム時間， 

子育て費用，年収 親の単身赴任状況，しつけの状況・お
子さんの状態，誰がしつけているか，子
どもが悪いことをしたときの対応，お子
さんを育ててよかったと思っていること・
負担に思うことや悩み，相談先，子ども
との接し方，子どもと過ごす時間数（平
日・休 
日），現在の就業状況，労働時間，職場
で利用した制度 

食事の様子で心配なこと，子ども
の性格，将来どのような人になっ
てほしいか，子どもの健康に関す
ることで意識していること 

回答者，平日の日中の保育者，
同居家族，増えた兄姉弟妹の出
生年月，住環境，ペットの飼育状
況，誰と遊ぶことが多いか，習い
事の状況，家庭で 行ってい
る学習，保育所等の利用状況，
インターネット調査への参加意
向 

起床時刻・就寝時刻，昼寝の状
況，テレビ視聴時間， 

年収，子育て費用 親の単身赴任状況，家事・育児の分担
状況，子どもと過ごす時間数（平日・休
日），現在の就業状況，労働時間，職
場で利用した制度，休日の過ごし方 

食事の様子で心配なこと，おやつ
について気を付けていること，どの
ような子に 育ってほしいか，お子
さんを育ててよかったと思っている
こと・負担に思うことや悩み，相談
先 

回答者，平日の日中の保育者，
同居家族，増えた兄姉弟妹の出
生年月，住居形態，遊ぶ内容，
遊び場所，近所に年齢の近い友
人がいるか，習い事，保育所等
の利用状況 

就寝時刻，おやつの時刻 
（決まっているか），仕上げ磨き 

年収，養育費 最終学歴，現在の就業状況，労働時
間，職場で利用した制度，家事・育児の
分担状況，子どもと過ごす時間数（平
日・休日） 

子どもの食事で気を付けているこ
と，自身の生活習慣で気を付けて
いること，お子さんを育ててよかっ
たと思っていること・負担に思って
いること，不安や悩みの有無・相
談先 

回答者，平日の日中の保育者，
同居家族，増えた兄姉弟妹の出
生年月，祖父母の行き来状況，
保育所等の利用状況，遊び相
手，遊ぶ内容 

 年収，養育費，子ども手当につい
て 

親の単身赴任状況，出産一年前・現在
の就業状況，育休の取得状況，働き方
の変化，生活スタイルの変化，仕事を辞
めた理由，労働時間，通勤時間，家事・
育児の分担状況，喫煙状況 

子育てで意識しているこ 
と，お子さんをもってよかったと思
っていること・負担に思っているこ
と，不安や悩み，相談先 

回答者，平日の日中の保育者，
同居家族，兄・姉の出生年月，
保育所等の利用状況 
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表6．厚生労働科学研究成果データベース検索により抽出された研究一覧（日本人乳幼児を対象とし，栄養素等摂取量，食品や食品群の摂取状況，生活習慣を把握した研究） 
対象者の特

徴 
研究代表
者，最終

年度 

タイトル 目的（複数ある場合，本研究
の基準に該当する分担研究

の目的のみ記載） 

調査方法  対象者  回答者 エネルギー・
栄養素摂取
量 

 食品・食事摂取状況 

  年齢 属性・人数 男性％  授乳 食事 
（完了期～6

歳） 
村山伸
子，2021 

児童福祉施設にお
ける栄養管理のた
めの研究 

児童福祉施設に通う子どもの
発育,食事とその中での給食
の役割を,家庭の社会経済的
条件との関連をふまえて,明ら
かにする。 

質問紙法 3～5歳児 全国7市の児童
福祉施設（保育
所等）に通う３ 
～５歳児クラス
の幼児779名 

56.0% 保護者 食事記録法 
（4日間（平日 
2日,休日2 
日）） 

  

石川みど
り，2019 

幼児期の健やかな
発育のための栄 
養・食生活支援ガイ
ドの開発に関する
研究 

幼児期の「甘い間食」の摂取
とその他の生活習慣との関連
性について,乳幼児健診の問
診を利活用した市町別の地 
域診断を試みた。 

質問紙法 1 歳6 か月・ 
3歳 

1 歳6 か月お
よび3 歳児健診
を愛知県内の
同一の市町村
で受診した
34,030人 

51.3% 健診結果
データ 

就寝時授
乳 

甘いおやつ（砂糖を含むアメ, 
チョコレート,クッキー等）をほぼ
毎日食べる習慣，甘い飲み物 
（乳酸飲料・ジュース・果汁・スポ
ーツドリンク等）をほぼ毎日飲む
習慣 

  幼児の食物摂取頻度と間食
の摂取状況について,現状の
一端を明らかにし,幼児期の
食の支援に役立つガイドライ
ン作成に寄与しうる基礎資料
を得る 

質問紙法 2～6歳 11都県の保育
園等に幼児を
通所させている 
２歳～就学前の 
６歳児2,904人 

50.3% 保護者  食物摂取頻度（穀類，赤身魚，
白身魚，食肉加工品，豚肉，牛
肉，鶏肉，レバー，卵，大豆・大
豆製品，緑黄色野菜，淡黄色野
菜，果物，牛乳・乳製品，お茶な
どの甘くない飲料，果汁など甘
味飲料，菓子（菓子パンを含 
む），インスタントラーメンやカッ
プ麺，ファストフード，鉄入市販
食品，カルシウム入り市販食 
品，キシリトール入り市販食  
品），間食の種類（スナック菓 
子，チョコレート，果物，グミ， 
クッキー・ビスケット，せんべい） 

  幼児の食生活の現状,および
管理栄養士・栄養士,保育士 
らの支援者による幼児の食生
活支援状況の一端を明らか 
にし,幼児期の食の支援に役
立つガイドライン作成に寄与 
しうる基礎資料を得ることを目
的に,幼児の食事と間食に関
する保護者への調査研究を行
った。 

質問紙法 同上 同上 同上 同上  同上 

  朝食及び夕食の共食状況か
ら「共食パタン」を検討し,①共
食パタンと健康状態・食物摂
取との関連,及び②共食パタ
ンに関連する親子の食事・間
食状況とを明らかにする。 

質問紙法 2～6歳 乳幼児栄養調査
データの二次利
用2,456人 

51.7% 保護者  食物摂取頻度（穀類，魚，肉，
卵，大豆・大豆製品，野菜，果
物，牛乳・乳製品，お茶などの甘
くない飲料，果汁などの甘味飲
料，菓子，インスタントラーメン
やカップ麺，ファストフードの摂
取頻度 

  乳幼児栄養調査データを用 
い,（１）困りごと,昼間の預け 
先,（２）気を付けていることの
数,（３）スクリーンタイム（４）低
出生体重児をそれぞれ再解
析する。 

同上 同上 同上 同上 同上  同上 

  保護者が子どもと一緒に食事
づくりをするようにすることと,
子どもの食生活の心配事との
関連を明らかにする。 

同上 同上 同上 同上 同上  同上 

  幼児の食品多様性と保護者
が子どもの食事や間食に関し
て気をつけることとの関連を
明らかにする。 

同上 同上 同上 同上 同上  同上 
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アセスメント方法・内容 
健康状態 食物ア

レルギ
ー 

生活習慣 社会経済
状況 

保護者の状況 保護者の
意識 

その他 主な結果 

身体計測値 その他健康
指 
標 

食関連 その他    

身長，体重 肥満度，カウ

プ指数 

      世帯年収       世帯年収が低い世帯の園児は高い世

帯の園児に比べ,多くの栄養素摂取量が

少なく,不足者の割合も多かった。給食

からの栄養素等摂取量は40％前後であ

り,1日の栄養素の不足者でこの割合が

高かった。 

身長，体重 肥満度   間食回数，朝食摂取

頻度 

仕上げ磨き，就

寝時間，スクリー

ンタイム 

  喫煙状況，相談相手の有

無，ゆったりした気分で子ど

もと過ごせる時間があるか 

    1 歳6 か月時点で「甘い間食」を習慣的

に摂取する児は約半数に至っていた。さ

らに,これらの児の多くは,3 歳までにそ

の習慣を改善できなかった。 

      間食時刻   世帯収入,

時間的・経

済的ゆと

り， 

間食の与え方，母親の就

労，最終学歴 

  子どもの人

数,出生順

位 

幼児の性別,出生順位,年齢，保護者の

時間的ゆとりによって間食に関する問題

点が異なった。 

          同上 同上   同上 豚肉の利用頻度は,牛肉,鶏肉に比べて,

また,出生順位が下がるほど高かった。

出生順位が下がるほど大豆・大豆製品

の利用は高く,間食に甘いものやスナッ

ク菓子の頻度が高かった。女児は男児

に比べて,チョコレートの摂取頻度が高く,

摂取開始時期も早かった。 

身長，体重 肥満度，齲

歯，排便頻度 

  間食頻度，朝食摂取

状況 

起床・就寝時刻，

運動をする頻

度，メディア利用

時間 

経済的な暮

らし向き，時

間的なゆと

り 

母親の年齢，母親の就労状

況，家族の人数，保護者の

朝食摂取状況 

間食の与え

方，子どもの

食事で気を

付けているこ

と，子どもの

食事で困って

いること 

日中の主な

保育先，出

生順位 

家庭で朝食と夕食を大人と一緒に食べ

ることが,幼児の齲歯や魚・果物等の食

物摂取に関連することが示唆された。ま

た共食パタンには,朝食習慣,規則的な間

食,食事の困りごとがないこと等が関連し

た。 

身長，体重 肥満度，齲

歯，排便頻度 

  間食頻度，朝食摂取

状況 

起床・就寝時刻，

運動をする頻

度，メディア利用

時間 

経済的な暮

らし向き，時

間的なゆと

り 

母親の年齢，母親の就労状

況，家族の人数，保護者の

朝食摂取状況 

間食の与え

方，子どもの

食事で気を

付けているこ

と，子どもの

食事で困って

いること 

日中の主な

保育先，出

生順位 

気をつけていることの数が多い群（５個

以上）では,肉,野菜,果物の摂取頻度が

高く,甘味飲料の摂取頻度が低く,間食に

より注意を払っている傾向にあった。ス

クリーンタイムは,菓子,甘味飲料,インス

タントラーメン・カップ麺,ファストフードの

摂取頻度と正の関連があった。 

同上 同上   同上 同上 同上 同上 同上 同上 保護者が食事を親子で一緒につくるよう

に気をつけることは,保護者にとっての子

どもの食生活の心配事を軽減させる可

能性が示唆された。 

同上 同上   同上 同上 同上 同上 同上 同上 保護者が子どもの食事と間食の両方の

内容に気をつけて,子どもが規則正しく食

事を食べるようにすることで,子どもの食

品多様性が高まる可能性が示唆され

た。 
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対象者の特
徴 

研究代表
者，最終

年度 

タイトル 目的（複数ある場合，本研究
の基準に該当する分担研究

の目的のみ記載） 

調査方法  対象者 回答者 エネルギー・
栄養素摂取
量 

食品・食事摂取状況 

  年齢 属性・人数 男性％ 授乳 食事 
（完了期～6

歳） 

佐々木敏，

2016 

食事摂取基準を用

いた食生活改善に

資するエビデンスの

構築に関する研究 

（１）小児,学童,高齢者ならびに

食事と関連の深い代謝性疾患

を有する者（糖尿病を中心に）

における食事摂取基準の策定

に資するエビデンスの構築。

（２）食事摂取基準を活用する

ための科学的かつ実践的なツ

ールの開発。 

質問紙法および

実測（身体計測・

身体強度測定） 

1歳7か月～6

歳 

全国24道府県

315の保育園に

通う751名（3歳未

満363名，3歳以

上388名） 

49.5%   食事記録法（半

秤量式，3歳未

満1日間，3歳以

上3日間）およ

び，食事歴法質

問票（BDHQ3y） 

    

吉永正夫，

2008 

幼児期・思春期にお

ける生活習慣病の

概念,自然史,診断基

準の確立及び効果

的介入方法に関す

るコホート研究 

幼児期のBMI変化と父母を含

めた生活習慣の関連を分析す

る。 

質問紙 1～3歳およ

び5～7歳 

全国幼児生活習

慣調査結果の再

解析（8道府県の

36,452名） 

51.2%     乳児期の栄養法（母乳栄養・

混合栄養・人工栄養） 

 

酒井治子，

2007 

乳幼児の発育・発達

段階に応じた食育プ

ログラムの開発と評

価に関する研究 

本研究の目的は,食を通じた子

どもの健全育成にむけて,乳幼

児とその保護者の食育プログ

ラムを開発すると共に,乳幼児

の食育のねらいの達成度,発

育・発達,家庭での食生活,保護

者への育児不安の軽減への効

果とその評価方法を解明する

ことである。 

質問紙法 2～6歳 川崎市・相模原

市の8保育園に

在籍する472名 

記載なし   間食の内容（スナック菓子，

チョコレート，キャンディ類，ク

ッキー類，アイスクリーム，ケ

ーキ，ぷプリン，ジュース，牛

乳，ヨーグルト等，チーズ，パ

ン類，ハンバーガー等，おに

ぎり等，せんべい，飯類，お

好み焼き，甘い和菓子，果

物，スポーツ飲料，その他），

朝食・夕食における主食，主

菜，副菜，牛乳・乳製品，果

物の各摂取頻度 

  

 

アセスメント方法・内容 

健康状態 食物ア
レルギ
ー 

生活習慣 社会経済
状況 

保護者の状況 保護者の
意識 

その他 主な結果 

身体計測値 その他健康
指 
標 

食関連 その他    

身長,体重, 歯科検診結  食事の場所,一緒に 活動記録（昼 経済状況 家族形態,居住地,両親の身 食品選択の こどもの食 3 歳未満では平日1 日間で,エネル 
皮下脂肪 果，身体強 食べる人,甘い食品 寝の時間と外 （学歴,職 体状況（身長,体重,既往歴 基準（おいし 事の管理, ギーは朝食から20～23％程度,昼食か 
厚（肩甲骨 度（３歳以上 の摂取頻度,好き嫌 遊びの時間）， 業,およそ など）,その他の生活状況 さ，値段，品 料理 ら24～25％程度,夕食から27～29％程 
下部,上腕 を対象に,立 いの有無 遊びの内容と の年収） （喫煙,飲酒状況,など） 質，調理・準  度,間食から6～7％程度,補食から18～ 

背部） ち幅跳びと開  頻度,就寝と起   備の簡単さ  19％程度摂取していた。3 歳 以上で
は 

 眼片足立ち）  床時間   など）,仕事  3 日 間平均で,エネルギーは朝食から 

      の忙しさ  21～23％程度,昼食から25～28％程 

        度,夕食から29～33％程度,間食から9 

        ～12％程度摂取していた。 

身長，体 BMI  夕食時刻，朝食頻 就寝・起床時  両親の年齢，身長，体重，   幼児期前期はBMI変化と生活習慣と 
重  度 刻，就寝時間 就業状況，帰宅時刻，出勤 関連がみられなかった。幼児期後期は 

   の規則性，昼 時刻，就寝・起床時刻，休 BMI変化が大きかった群でテレビ視聴 

   寝頻度，テレビ 日のテレビ視聴時間，朝食 時間，親の欠食率や喫煙率が子ども 

   視聴時間，休 頻度，喫煙状況，運動時間 の体格と関連した。 

   日外で遊ぶ時   

   間   

身長，体 肥満度，齲 有無 平日および休日の 平日および休  朝食摂取頻度，主食・主  食に関す 保育所における食育の長期的な評価 
重 歯，アトピー  朝食・夕食時刻，朝 日の起床・就 菜・副菜の出現状況，食事 る情報源， として「児童票（食育に関する記録）」を 

 性皮膚炎，  食摂取頻度，朝食・ 寝時刻，歯磨 の準備状況，体格 家庭の食 開発し,食育目標の達成度をみると,モ 

 ぜんそく，発  夕食の共食状況， き習慣，テレビ  育実践状 デル園では概ね食育のねらいは達成 

 達状態  間食のタイミング， 視聴  況，育児 できていたが,子どもの評価に対する 

   外食頻度，食事中   状況，育 判断基準が園あるいは保育者によっ 

   のテレビ視聴   児支援， て異なっていた。 

      QOL  
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資料１．日本人幼児を対象とした食事摂取状況および関連要因に関する先行研究のレビューに基づく調査項目の追加・修正案の検討    

追加・修正項目案 備考 主な根拠資料 

 問４の設問自体は残すが，「まだ食べていない」

は，「食べさせていない」に変更してはどうか 

発達上の理由であれば答えやすいが，アレルギー

や，あえて親が食べさせてないなどの理由の場合

（食べたことはあるが今は食べさせていない場合），

答えにくいのではないか 

Tada Y， 2022（乳幼児栄養

調査の問４と同じ頻度調査か

ら算出した健康的な食事得点

（HDS）は，食事時刻の規則

性と関連した） 

Ishikawa M， 2022（乳幼児

栄養調査の問４から算出し

た食品多様性スコア（FDS）

は，子どもの食事に関する

親の配慮行動はと最も強く

関連した。高食品多様性

群と最も強く関連する配慮

要因は，食品の栄養バラ

ンス，おやつの内容，規則

正しい食事時間であった） 

        

問４では食品群の組み合わせ自体はわからない

ので，主食・主菜・副菜を 1 日に，あるいは 1 週間

に何回揃えて提供しているか（もしくは子どもが食

べているか）を問う設問を新設するのはどうか。あ

るいは，問７（特に気を付けていること）の 「栄養

バランス」という言葉が曖昧なので，具体的に「主

食・主菜・副菜を揃える」に変え，またその場合は

主食・主菜・副菜が答えやすいように，問４で，主

食・主菜・副菜で項目分けして分類するのはどう

か。 

主食（ごはん、パン、麺など）・主菜（肉・魚・卵・大豆

製品などを使ったメインの料理）・副菜（野菜・きのこ・

いも・海藻などを使った小鉢・小皿の料理）を 3 つそ

ろえて食べることが 1 日に 2 回以上あるのは、週に

何日ありますか。この中から 1 つ選んでください。

｢（ア）ほぼ毎日｣ ｢（イ）週に 4～5 日｣ ｢（ウ）週に 2～

3 日｣ ｢（エ）ほとんどない 

第４次食育推進基本計画に

主食・主菜・副菜を揃える回

数が盛り込まれている。 

Tada Y， 2022（乳幼児栄

養調査の問４と同じ頻度調

査から算出した Healthy 

Diet Score は，食事時刻

の規則性と関連した） 

        

 嗜好飲料/清涼飲料水/ジュースの頻度 BDHQ3y から把握可能か Okubo H， 2014（母親の学歴

が高いほど，子どもは好まし

い食事をしており，逆に，子ど

もに兄弟がいると，「菓子・嗜

好飲料」食事パターンとなりや

すい。） 

Sugimori H，2004（体重過

多の関連要因は，食事

（米，緑茶，卵，肉は食べ

るが，パンやジュースは少

ない），早食い，睡眠時間

の短さ，テレビ視聴時間の

長さ，運動不足，頻回な排

便などがあげられる。） 

Okubo H， 2016（低野

菜摂取のリスクとは関

連無し） 

Nakai Y， 2022（う蝕

またはプラーク酸性

度が高い子どもは，

食事時よりも食間に

ジュースを飲む頻度

が高かった） 

Akimitsu O， 2013

（主な結果指標との

関連は報告無し） 

  

 朝食と夕食の時刻・規則性 食事時刻の選択肢に，不規則で決まっていないも入

れる 

Tada Y， 2022（食事時刻が

規則的な幼児は，健康的な食

事得点が高く，起床・就寝時

刻が早く，間食が少なく，毎日

を朝食摂食する等の生活習

慣が良好だった） 

藤谷朝実， 2016（主な結

果と食事時刻の関連は報

告なし） 

Sato Y， 2016（主な結

果と食事時刻の関連は

報告なし） 

真名子 香織，2003

（朝食の “食欲がな

い” 幼児は， 就寝

時刻， 起床時刻， 

朝食時刻が遅く， 朝

食を子供だけで食

べ， 室内遊びが多

い者の割合が高かっ

た。） 

Watanabe E， 2016

（子どもの過体重/肥

満には，スクリーンタ

イム，夜間の睡眠期

間，家族環境（食事

の規則性と親のスク

リーンタイム）が関連

した。） 

佐野 祥平，2013

（就寝時刻は睡眠

時間，起床時刻，朝

食開始時刻と正の

関連があった） 

 スクリーンタイム 説明にスマートフォンも加える。1 日あたりのテレビ，

ビデオ DVD，ゲーム機，タブレット，学習用機器，ス

マートフォンの使用時間 

Fujiwara A， 2019（スクリーン

タイムが過剰な砂糖摂取と最

も強く関連していた） 

Watanabe E， 2016（子ども

の過体重/肥満には，スク

リーンタイム，夜間の睡眠

期間，家族環境（食事の規

則性と親のスクリーンタイ

ム）が関連した。） 

        

 問 8（保護者の困りごと）にある「偏食」と「むら食

い」に注意書きを追加 

むら食いは食べる日と食べない日の差があること，

偏食はある特定の食品に関する好き嫌いがはっきり

していて，その程度がひどい場合など。 

千葉県栄養士会 

https://www.eiyou-

chiba.or.jp/commons/shokuji-

kou/generational/hensyoku/ 

          



63 

 

 問11（アレルギー）診断の有無だけではなく，アレ

ルゲンの食品をきいてはどうか。 

  土取 洋子，2003（乳幼児期

に食事が原因で湿疹が出た

のは 5.7%，食物アレルギーと

診断されたのは 11.1%であっ

た。食物アレルギーのリスク

ファクターとして「完全母乳哺

育でないこと」「離乳食」「離乳

完了時期が早いこと」「家族の

アレルギー既往」「母親の疲

労度が高いこと」などが抽出

された。） 

          

 問 15（むし歯予防の行動）に，「1 日 2 回以上歯

磨きをする」「大人が仕上げ磨きをする」を加える

のはどうか。 

本レビューでは食事に関わる要因が調査項目に入っ

ていない研究は対象としていないため，直接的な予

防効果の情報は一覧表から得られていない。しか

し，米国小児科学会作成の「乳児、小児、青年のた

めの個別健康相談ポケットガイド：第４版」（日本医師

会による日本語訳）では歯の健康として，歯科への

定期受診、毎日の歯磨き（1 日 2 回）とフロス、適切な

フッ素配合、砂糖が添加された飲み物やお菓子の制

限を推奨している。また，必要に応じ、歯を磨くのを

手伝うことも明記されている。 

Tanaka K，2013（歯磨き頻

度，フッ素の使用，定期的な

歯科受診） 

大須賀 惠子， 2011（仕上

げ磨きの有無） 

Sakuma S，2007（歯磨き

の頻度，歯磨き粉の使

用） 

Mizoguchi K，2003

（仕上げ歯磨きの有

無，フッ素塗布回数） 

Nakayama Y， 2015

（フッ素歯磨きの使

用，仕上げ磨き頻

度） 

  

 サプリメントの摂取状況   田中秀吉，2017（主な結果指

標との関連は報告無し） 

Sato Y, 2016（子供の 8.0％

が栄養補助食品を使用し

ており，「毎朝元気に立ち

上がる」頻度が低く，朝食

を欠食し，頻繁に外食し，

サプリメントを使用している

母親が多かった。） 

Sato Y，2009（栄養補助

食品を利用したことのあ

る子どもは 15％であっ

た。子どもの利用につい

て親に関連する要因

は，栄養成分表示を活

用する頻度，自身のサ

プリメント利用であっ

た。） 

Tsubota-Utsugi M, 

2013（栄養補助食品

と強化食品の使用

は，ビタミン E の中央

値と 95 パーセンタイ

ルの摂取値にほとん

ど影響を与えなかっ

た。） 

    

 世帯の経済状況 主観的なゆとりと年収両方必要か，年収は国民健康

栄養調査の問い方（世帯の過去一年間の年間収入

（200 万円未満、200 万円以上 400 万円未満、400 

万円以上 600 万円未満、600 万円以上，わからな

い））はどうか 

Suga H， 2019（22.6％が経済

的制約のため頻繁に食べ物

を手に入れることができない

群に分類された。食料を入手

できない頻度が高いほど，総

脂肪とビタミン B12 の摂取量

が多かった） 

Tada Y， 2022（経済的な

ゆとり，時間的なゆとりは

健康的な食事得点との関

連は見られなかった） 

Ishikawa M， 2022（主

観的経済状況と主な結

果指標との関連は報告

無し） 

Tani Y， 2021（野菜

料理を食べる頻度

は，家庭の経済状況

（高，中，低，不明）

の高い家庭の方が中

位の家庭よりも高か

った） 

Okubo H， 2020（主

観的経済状況は調

査への乳幼児栄養

調査の参加率とは関

連なし） 

  

 主な養育者（複数回答） 回答者が母親ではなくても，主な養育者あるいは調

理担当者であれば適切な回答が可能ではないか？ 

Takada T， 2018（主な養育

者，食事準備担当者，日中の

保育先） 

Tada Y， 2022（日中の主

な保育先，主な調理担当

者，主な子どもの世話の担

当者） 

        

 主な調理担当者（複数回答） 回答者が母親ではなくても，主な養育者あるいは調

理担当者であれば適切な回答が可能ではないか？ 

Takada T， 2018（主な養育

者，食事準備担当者，日中の

保育先） 

Tada Y， 2022（日中の主

な保育先，主な調理担当

者，主な子どもの世話の担

当者） 

        

 


